
Rock festival 2008 in Yamanashi（１月12日・花かげホール）
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絆
１
月
12
日
、「
花
か
げ
ホ
ー
ル
」
に
お

い
て
、
市
内
出
身
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
ら
に
よ
る
「R

ロ

ッ

ク

ock F

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

estival 2
0

0
8

 
i

イ
ン

n Y

ヤ

マ

ナ

シ

am
anashi

」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

午
後
４
時
30
分
、
ま
ず
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

ア
ク
ト
の
「
Ｍモ

ー

ヤ

Ｏ
Ｙ
Ａ w

ウ
ィ
ズ

ith 

お
は
よ
う
お

じ
さ
ん
。」
が
ス
テ
ー
ジ
に
登
場
し
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
曲
な
ど
４
曲
を
披
露
。
優
し
く
語
り
か

け
る
よ
う
な
歌
声
が
会
場
に
響
き
わ
た
っ
た
。

　

午
後
５
時
、'94
年
の
デ
ビ
ュ
ー
曲「
ざ
ま
ぁ

み
ろ
」
に
合
わ
せ
て
、
元
「
風
来
坊
」
の
メ

ン
バ
ー
、
桜
チ
ョ
メ
吉
、
の
ん
の
ん
、
林

久ひ
さ
よ
し悦
、
林
由よ
し
や
す恭
の
４
人
が
ス
テ
ー
ジ
に
現
れ

夢

Rock Festival  2008 in YamanashiRock Festival  2008 in Yamanashi

ふるさとに響け、

た
。
彼
ら
の
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
、
た
ま
ら

な
い
光
景
で
あ
る
。
来
場
し
た
皆
さ
ん
に
あ

い
さ
つ
し
、
こ
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
の
趣
旨
な

ど
を
説
明
す
る
彼
ら
。
主
催
者
で
あ
る
中
村

市
長
の
あ
い
さ
つ
が
終
わ
る
と
、
い
よ
い
よ

本
編
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。

会
場
が
暗
く
な
り
、
ス
テ
ー
ジ
が
色
鮮

や
か
な
照
明
で
照
ら
し
出
さ
れ
る
。

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
を
飾
っ
た
の
は
、
の
ん
の

ん
（
本
名
・
奥
山
裕ゆ
う
き樹
）
率
い
る
「
チ
ー
プ

ス
リ
ル
」。
４
ビ
ー
ト
の
ド
ラ
ム
に
乗
っ
て

始
ま
っ
た
曲
は
「
タ
イ
ム
マ
シ
ン
」。
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
少
し
で
も
多
く
の
楽
曲
を

届
け
よ
う
と
、
合
間
の
ト
ー
ク
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
代
表
曲
「
す
い
か
」
や
「
心
が
ふ
た

つ
」
な
ど
８
曲
を
演
奏
し
た
。

　

続
い
て
の
ス
テ
ー
ジ
は
、「
子
ど
も
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
で
も
お
な
じ
み
の
桜
チ
ョ
メ
吉

（
本
名
・
樋
口
政ま
さ
や也
）
率
い
る
「
び
ゅ
ー
ち
ふ

る
ず
」。
テ
ン
ポ
の
よ
い
音
楽
に
の
っ
て
、
ス

テ
ー
ジ
に
メ
ン
バ
ー
４
人
と
山
梨
市
食
生
活

改
善
推
進
員
の
み
な
さ
ん
が
登
場
し
、
彼
ら

の
曲
「
朝
ご
は
ん
の
歌
」
で
「
朝
ご
は
ん
食

べ
ち
ゃ
お
！
体
操
」
を
観
客
に
披
露
し
な
が

ら
、
み
ん
な
で
楽
し
む
。

　

そ
の
後
は
、
メ
ン
バ
ー
全
員
に
よ
る
リ
サ

イ
タ
ル
。
客
席
で
の
名
刺
交
換
や
「
働
く
人

は
び
ゅ
ー
ち
ふ
る
」「
給
料
日
ブ
ギ
」
な
ど

楽
し
い
音
楽
で
会
場
を
魅
了
し
た
。
ま
た
、

リ
サ
イ
タ
ル
で
も
ナ
マ
演
奏
で
の
「
朝
ご
は

ん
の
歌
」
で
食
生
活
改
善
推
進
員
と
再
び
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
ま
さ
に
、
ス
テ
ー
ジ
と

客
席
が
一
体
と
な
っ
た
ひ
と
と
き
だ
っ
た
。

そ
し
て
こ
こ
で
、
特
別
ゲ
ス
ト
の
ア
ナ

ウ
ン
ス
。
か
つ
て
彼
ら
が
通
っ
て
い

た
と
い
う
理
容
院
の
ご
主
人
、
市
川
清き
よ
お男

さ

ん
が
津
軽
三
味
線
演
奏
家
・
藤
田
淳
三
と
し

て
登
場
し
、
仲
間
の
尺
八
演
奏
者
・
岩
間

洸こ
う
ふ
う風

さ
ん
と
合
奏
。
に
ぎ
や
か
な
音
楽
の
合

間
に
奏
で
ら
れ
た
和
楽
器
の
音
色
の
す
ば
ら

し
さ
に
、
客
席
か
ら
思
わ
ず
た
め
息
が
…
…
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
ラ
ス
ト
を
飾
る
の
は
、
山
梨

が
誇
る
双
子
の
リ
ズ
ム
隊
、
林
久
悦
・
由
恭

兄
弟
と
元D

ド
ゥ

o A

ア
ズ

s I イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ

nfi
nity

の
ギ
タ
リ
ス

ト
・
大
お
お
わ
た
り渡
亮
に
よ
る
「
ミ
サ
イ
ル
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」
の
ス
テ
ー
ジ
。
ス
ー
パ
ー
マ
ン
の

テ
ー
マ
に
乗
っ
て
彼
ら
が
ス
テ
ー
ジ
に
現

れ
、
代
表
曲
「H

ヒ

ア

ere w

ウ
ィ

e g

ゴ
ー

o!

」
の
イ
ン

ト
ロ
が
始
ま
る
と
、
客
席
か
ら
歓
声
が
沸
き

起
こ
っ
た
。
メ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ン
で
活
躍
す
る

彼
ら
は
、
そ
の
重
厚
な
サ
ウ
ン
ド
と
巧
み
な

ト
ー
ク
で
観
客
の
心
を
釘
付
け
に
。

　

さ
ら
に
も
う
１
人
、
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て

甲
州
市
塩
山
出
身
の
ギ
タ
リ
ス
ト
小
幡
浩こ
う
じ司

さ
ん
が
登
場
し
、
大
渡
亮
と
の
ツ
イ
ン
ギ

タ
ー
で
、
す
ば
ら
し
い
演
奏
を
披
露
。

　

後
半
は
、
林
兄
弟
の
掛
け
声
と
と
も
に
観

客
が
立
ち
上
が
り
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
こ

ぶ
し
を
振
り
上
げ
る
な
ど
、
会
場
は
一
気
に

ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
状
態
。

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
を
締
め
く
く
っ
た
の

は
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
セ
ッ
シ
ョ

ン
。
坂
本
九
の
代
表
曲
「
上
を
向
い
て
歩
こ

う
」
を
ロ
ッ
ク
調
に
ア
レ
ン
ジ
し
、
間
奏
で

は
大
お
お
わ
た
り
り
ょ
う

渡
亮
、
の
ん
の
ん
、
腹は
ら
い
た
じ
ゅ
ん

痛
純
が
ギ
タ
ー

ソ
ロ
の
リ
レ
ー
を
披
露
、会
場
を
沸
か
せ
た
。

お
な
じ
み
の
曲
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
の

日
一
番
盛
り
上
が
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

　

全
て
の
ス
テ
ー
ジ
が
終
わ
り
、
あ
い
さ
つ

を
す
る
地
元
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ら
に
、

観
客
か
ら
い
つ
ま
で
も
暖
か
い
拍
手
が
贈
ら

れ
て
い
た
。

　

終
了
後
回
収
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
と

て
も
よ
か
っ
た
」「
感
動
し
た
」「
ま
た
こ
の

よ
う
な
機
会
を
作
っ
て
欲
し
い
」
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
、
そ
し
て
こ
の
イ
ベ
ン
ト

に
多
く
の
賞
賛
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
文
中
敬
称
一
部
略
）

ふるさとへの思いを愛する音楽で届けた日

オレたちの魂
ロック

！

林　由
よしやす

恭

桜 チョメ吉

林　久
ひさよし

悦

のんのん

↑
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愛

音

繋

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、

４
人
が
ス
テ
ー
ジ
の
上
で
並
ん
で
挨
拶
し
た
だ
け
で

嬉
し
い
気
持
ち
で
ハ
ナ
が
痛
く
な
っ
た
よ
。

10
代
の
頃
、
彼
ら
の
言
葉
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
憧
れ
て

気
持
ち
が
動
き
出
し
た
ん
だ
。

わ
た
し
に
と
っ
て
は
ヒ
ー
ロ
ー
。

最
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、

色
ん
な
音
や
声
の
中
で

ず
っ
と
聴
き
た
か
っ
た
４
人
の
声
も
音
も
重
な
っ
て

ひ
と
つ
に
な
っ
て
ん
だ
な
ぁ
っ
て
思
っ
た
ら
、

ま
た
ハ
ナ
痛
。

活
動
休
止
し
た
こ
と
よ
り
も

結
成
し
た
こ
と
に
あ
り
が
と
ね
。

お
か
げ
で
、
楽
し
い
ラ
イ
ブ
た
く
さ
ん
観
れ
た
し

大
事
な
気
持
ち
や
言
葉
を
知
っ
た
よ
。

び
ゅ
ー
ち
も
チ
ー
プ
も
ミ
サ
イ
ル
も
大
好
き
で　

楽
し
い
!!
は
４
人
の
音
楽
か
ら
広
が
っ
た
の
。

び
ゅ
ー
ち
の
リ
サ
イ
タ
ル
中
、

エ
プ
ロ
ン
姿
で
踊
る
？
お
母
さ
ん
た
ち
が
可
愛
く
て

Ｏ
Ｌ
ダ
ン
サ
ー
ズ
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
が
可
愛
く
て

お
歌
聴
い
た
ら
楽
し
く
っ
て
、

あ
っ
た
か
い
気
持
ち
に
な
っ
た
よ
。

山
梨
市
の
ス
タ
ッ
フ
の
人
た
ち
の

温
か
さ
を
感
じ
ら
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
♪

　
　
　

　
　
（
び
ゅ
ー
ち
ふ
る
ず
Ｈ
Ｐ
掲
示
板
か
ら
引
用
）

すばらしい機会を作ってくれた
市に感謝します
　小学校時代に本人や兄弟の担任だったり少年野球チームで一緒だった
りと、彼ら４人とはもう長い付き合いですね。デビューのときはもちろ
んでしたが、今でもときどき自宅に顔を出してくれる優しい子たちです。
　音楽といえば、私も若い頃はよくギターを弾いていました。最近では、
もっぱらジャズや演歌を聴くだけになってしまったけれど、今回、彼ら
の演奏を地元で聴く機会が得られたことが何よりもうれしかった。体中
に響くサウンドを生で体験させてもらい、若さやエネルギーをもらえた
ような気分です。とても楽しかったし、あっという間でした。
　実力本位の大変な世界ですが、これからも
体を壊さないで、元気でがんばってほしい。
欲を言えば、テレビでも姿が見られるように
なってくれればなあと。
　また、彼らの「ふるさとを大切にする
気持ち」が、今の若者に少しでも伝わって
ほしいな、と思っています。
　こんなステキなイベントを企画してくれた
市に感謝したいですね。
　
　有泉幸

ゆきひろ

廣さん　
　　　　　（牧丘第一小学校長）

　懐かしい仲間たちと同じステージに立てたこと、そして今活動している仲間たちと
自分たちのサウンドをふるさとのみんなに届けられたことがとても嬉しかった。
そして、少し親を安心させられたかな（笑）。
　今回のイベントがきっかけで、地元山梨で
音楽を始める人が出てくれればうれしい
ですね。これからも頑張りますので、
よろしくお願いします。（のんのん）

　生まれ育ったふるさとで、自分が見せたいと思っていたリサイタルを
自信を持ってお見せできたこと、また、かつて一緒に活動していた幼な
じみとそれぞれのバンドで共演できたことは、とても幸せなことだし、
大きな意味があると、ぼくは思っています。
　今回のイベントは、お客さんとスタッフのみなさんの協力がなければ
成功しなかったはず。深く感謝しています。（桜チョメ吉）

びゅーちふるず

チープスリル

ＭＯＹＡ with おはようおじさん。ＭＯＹＡ

小幡浩司

大渡 亮

　悪天候の中、会場に来てくれたみなさん、本当
にありがとうございました。今回のイベントで、
少しでもみなさんに「元気の源」を届けられてい
たらサイコーです。ぼくはふるさとのみなさんか
ら、たくさんの「元気」をもらいました。
　今でもぼくはふるさとの山と川、澄んだ空気、
そしてここに住む人々が大好きです。（林　久悦）

　打ち合わせや準備など進めながら、自分のふるさとへの想いを再確認
することができました。そして当日は、今まで心配をかけてきた両親の
喜ぶ顔が見られたことが一番の収穫でした。少しは親孝行できたかな？
　次回は、山梨にライブをしに来ます。今回来られなかった皆さんも、
次はぼくたちの熱いステージを観にきてください。（林　由恭）

ミサイルイノベーション

　心暖まる花かげの郷でのイベン
トに出演できて、とても嬉しかっ
たです。この地出身の 4 人に、
心からエールを送ります。
これからも山梨市からすばらしい
アーティストが輩出されますよう
に……！　　　　　　（ＭＯＹＡ）食生活改善推進員＆びゅーちふるず

　　　　　　　【アンケートから】
●各バンドの演奏はもちろん良
かったですが、観客のみなさんと
地域の人が参加して、一緒にステー
ジを盛り上げていたのが、とても
よかったです（20 代・男性）。
●行政主導の企画が多い中、郷土
から巣立った人々が新しい風を起
こして、地域を盛り上げていくイ
ベントはすばらしい（20代・男性）。

　　　　　　　【アンケートから】
●全てに満足しました。またやっ
てほしい（20 代・女性）。
●それぞれ個性的でステキでし
た。どんどん活躍していってほし
い。いろんな人にパワーをあげて
ください。（40 代・女性）
●初めてのロックのライブ、刺激
的でした。また来てください。ご
活躍を期待します。（60 代・女性）

岩間洸風 藤田淳三

　東京での奇跡の出会いがきっか
けでライブに参加できました。音
楽を続けていて良かった！そして
生まれ育った山梨に感謝します！ 
どうもありがとう！ （小幡浩司）

　リハーサルで急きょ振り付けが
変わって大慌て。みんなで一生懸
命おぼえたんですよ。一緒にステー
ジに立てる機会なんて、そうは得
られないので、ＯＬダンサーズに
負けないように一生懸命踊りまし
た。お客さんが一緒に踊ってくれ
たのがうれしくて、みんなで笑っ
て……本当に楽しかったです。

（食生活改善推進員・古明地美登里）

　いやあ、まさかこんなに
たくさんの人たちが観に来てくれ
るイベントになろうとは……。
最高に楽しかったです。メンバー

（林兄弟）の地元にも来ることが
できたし、空気もうまいし酒もう
まい！
それぞれのバンド、もっともっと
頑張って、次に来れるときはもっ
ともっと大きくなって来たいぜ !!
来てくれた人たち、ホントにホン
トにありがとう、ネ。（大渡　亮）
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CHOOL
　「Kids' ISO」の手法を用いて学校単位で活動するもので、ソニー株式会社と国際芸術技術協力機構が協同
で開発したもの。児童・生徒が作ったグループを中心に、具体的にＰＤＣＡサイクルを用いて、年度内の半
年から１年の期間で環境を改善する活動を行なう。
　子どもたちがグループを作り、取り組むテーマを決め、現状分析を行ない、その結果から目標を設定し、
ＰＤＣＡの計画を決めて申込書と実施計画書を国際芸術技術協力機構事務局へ提出。インストラクターが実
施可能だと判断すると「開始承諾書」が発行される。これを得て、初めて取り組みが始められるという方式。
17・18 年度を試験実施とし、19 年度から正式な取り組みが始まった。

き
っ
か
け
は
技
術
科
の
授
業
か
ら

　

笛
川
中
の
環
境
活
動
の
取
り
組
み
は
、

平
成
16
年
度
に
さ
か
の
ぼ
る
。
技
術
科

を
受
け
持
つ
藤
原
先
生
が
、
授
業
内
容
が

環
境
関
係
に
ふ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
。

以
前
興
味
が
あ
っ
て
参
加
し
た
講
座
で

「K

キ
ッ
ズ

ids' I

ア
イ
エ
ス
オ
ー

S
O

14000

プ
ロ
グ
ラ
ム
」※１
（
以

下Kids' ISO

）
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
先

生
は
、「
こ
れ
は
授
業
で
使
え
る
か
も
」
と
、

１
年
生
を
対
象
に
希
望
者
を
募
り
、
同
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
入
門
編
（
家
庭
の
電
気
の
消

費
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
改
善
を
図
る
も

の
）
に
取
り
組
ん
だ
。

　

こ
の
年
、
入
門
編
に
取
り
組
ん
だ
81
人

の
生
徒
が
、
翌
年
は
次
の
段
階
と
な
る
初

級
編
に
挑
戦
。
水
・
電
気
・
ガ
ス
・
ゴ
ミ

の
省
エ
ネ
活
動
を
３
か
月
に
わ
た
っ
て
実

施
し
、
改
善
を
図
っ
た
。
そ
の
結
果
、
61

人
が
国
際
認
定
証
を
取
得
し
た
。

個
人
か
ら
学
校
全
体
の
取
り
組
み
へ

　

翌
18
年
度
、「
家
庭
だ
け
で
な
く
学
校

で
も
同
様
の
取
り
組
み
を
し
よ
う
」
と
役

員
が
生
徒
会
活
動
の
柱
の
一
つ
と
し
て

「K

キ
ッ
ズ

ids' I

ア
イ
エ
ス
オ
ー

S
O

 F

フ
ォ
ー

O
R

 S

ス

ク

ー

ル

C
H

O
O

L

」
※２

を
提

案
。
生
徒
総
会
で
の
承
認
を
得
て
、
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
認
定
を
目
指
し
て
の
取
り

組
み
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
。

　
「K

ids' IS
O

 FO
R

 S
C

H
O

O
L

」
で
は
、

期
間
中
２
回
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
※３

を
実
施
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
１
回
目
の
終
了
後
に

中
間
報
告
書
を
提
出
し
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
得
て
、

２
回
目
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
取
り
か
か
る
。
終

了
後
は
、
活
動
を
ま
と
め
た
最
終
報
告
書

を
提
出
し
、
第
三
者
に
よ
る
評
価
を
経
て

認
定
校
が
決
ま
る
と
い
う
、
実
に
大
変
な

取
り
組
み
で
あ
る
。

　

生
徒
た
ち
は
メ
ー
タ
ー
の
チ
ェ
ッ
ク
を

行
な
い
、月
１
回
エ
コ
会
議
を
開
き
、デ
ー

タ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。
ま
た
、
こ
の
間
も

個
人
の
取
り
組
み
は
引
き
続
き
行
な
わ

れ
、
２
年
生
54
人
が
初
級
の
国
際
認
定
証

を
取
得
し
た
。

　

平
成
18
年
12
月
、
翌
年
度
の
生
徒
会
役

員
を
選
出
す
る
選
挙
が
行
な
わ
れ
、
こ
の

と
き
生
徒
会
の
庶
務
を
務
め
て
い
た
矢
崎

文
仁
く
ん
が
生
徒
会
長
に
立
候
補
す
る
。

　

矢
崎
く
ん
が
初
め
て
環
境
問
題
に
興
味

を
持
っ
た
の
は
、
生
徒
会
役
員
選
挙
の
と

き
の
先
輩
の
発
言
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
の

と
き
す
で
に
候
補
者
が
選
挙
公
約
と
し
て

掲
げ
た
「Kids' ISO

」
に
つ
い
て
、「
新

し
い
取
り
組
み
か
な
。
ど
う
い
う
こ
と
を

す
る
ん
だ
ろ
う
」
と
興
味
が
わ
い
た
。
そ

し
て
、
自
ら
も
生
徒
会
の
庶
務
と
し
て
役

員
の
仲
間
入
り
を
し
た
矢
崎
く
ん
は
、
先

輩
た
ち
の
前
向
き
な
取
り
組
み
に
感
動
さ

せ
ら
れ
た
。

「
先
輩
た
ち
の
取
り
組
む
よ
う
す
を
間
近

で
見
て
い
た
と
き
は
単
純
に
『
す
ご
い
な

あ
』
と
思
っ
て
た
く
ら
い
な
ん
で
す
が
、

実
際
に
初
級
編
に
取
り
組
ん
で
み
て
、
そ

の
す
ば
ら
し
さ
に
気
付
き
ま
し
た
」

　

自
ら
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、「K

ids' 
IS

O
 FO

R
 S

C
H

O
O

L

」
に
改
め
て
興
味

を
持
っ
た
矢
崎
く
ん
は
、
先
輩
た
ち
が
頑

張
っ
て
い
る
姿
を
見
て
、「
こ
の
活
動
は

続
け
て
い
く
こ
と
が
大
事
。
一
番
間
近
に

い
た
自
分
が
す
ば
ら
し
さ
も
大
変
さ
も
わ

か
っ
て
い
る
。
な
ら
ば
、
率
先
し
て
先
輩

た
ち
の
取
り
組
み
を
引
き
継
ご
う
」
と
選

挙
演
説
で
、
こ
の
取
り
組
み
の
す
ば
ら
し

さ
と
続
け
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え

た
。

　

18
年
度
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
自
体
が

ま
だ
試
験
期
間
だ
っ
た
た
め
、
認
定
の
発

表
が
大
幅
に
遅
れ
、
学
校
に
連
絡
が
来
た

の
は
先
輩
た
ち
が
卒
業
し
て
か
ら
の
こ
と

だ
っ
た
。
結
果
は
「
認
定
な
ら
ず
」。

　

こ
の
こ
と
が
、
逆
に
新
３
年
生
の
闘
志

に
火
を
つ
け
る
結
果
と
な
っ
た
。
生
徒
会

役
員
は
「
先
輩
た
ち
の
取
り
組
み
を
引
き

継
い
で
、
今
年
こ
そ
は
『
認
定
』
を
受
け

て
み
せ
る
ぞ
」
と
新
た
な
決
意
で
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を
心
に
誓
っ
た
。

新
３
年
生
に
よ
る
新
た
な
取
り
組
み

　

笛
川
中
で
は
、
18
年
度
に
「
電
気
消
し

隊
」「
水
を
大
事
に
し
隊
」
と
い
う
２
つ

の
組
織
を
作
り
、
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と

な
っ
て
節
電
・
節
水
へ
の
取
り
組
み
を
行

な
っ
て
き
た
。
19
年
度
は
、
こ
れ
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
、
全
校
生
徒
で
取
り
組
む
と

同
時
に
、
節
電
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
以
上

に
が
ん
ば
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を
決
め
、

「
Ｓス

ト

ッ

プ

ｔ
ｏ
ｐ
つ
け
っ
ぱ
な
し
～
１
分
１
秒

の
無
駄
を
な
く
そ
う
～
」
を
テ
ー
マ
に
掲

げ
、
新
た
な
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

　

ま
ず
は
現
状
を
つ
か
む
た
め
、

●
「
電
気
消
し
隊
」
に
よ
る
教
室
の
電
気

　

の
つ
け
っ
ぱ
な
し
チ
ェ
ッ
ク

●
目
標
値
設
定
の
参
考
と
す
る
た
め
の
初

　

級
編
経
験
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査

●
昨
年
度
の
電
気
使
用
量
の
把
握　

●
４
、５
月
分
の
電
気
使
用
量
調
査

「朝の会」のようす。この日の照度は、窓側が 1,910 ルクス、中央が
845 ルクスだったため、窓側の蛍光灯のみを消灯。

笛川中学校　
全国初の Kids' ISO FOR SCHOOL
認定までの軌跡

目標は大きく「ストップ！ザ・温暖化」、取り組みは「１分１秒の無駄をなくす」ことから

　
「
こ
れ
か
ら
エ
コ
会
議
を
始
め
ま
す
」

　

午
後
１
時
15
分
、
司
会
の
生
徒
会
役
員

の
声
が
木
工
室
に
響
く
。
笛
川
中
学
校
で

は
、
毎
週
金
曜
日
の
昼
休
み
を
活
用
し
て

生
徒
会
に
よ
る
「
エ
コ
会
議
」
が
開
か
れ

て
い
る
。
メ
ン
バ
ー
は
リ
ー
ダ
ー
の
生
徒

会
本
部
役
員
３
人
と
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
環

境
美
化
委
員
６
人
、
そ
し
て
各
ク
ラ
ス
に

５
人
ず
つ
い
る
「
電
気
消
し
隊
」
30
人
。

　

始
め
の
言
葉
を
述
べ
る
の
は
、
環
境
美

化
委
員
の
武
井
一か

ず
ま馬

く
ん
。

「
先
週
は
ス
ト
ー
ブ
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
よ

う
と
い
う
こ
と
が
新
し
く
決
ま
り
ま
し
た

が
、
し
っ
か
り
で
き
た
で
し
ょ
う
か
」

　

続
い
て
生
徒
会
長
の
矢
崎
文
仁
く
ん

が
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
記
さ
れ
た
先
週
・

先
々
週
の
電
気
使
用
量
の
数
値
を
指
し
な

が
ら
、「
前
回
増
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う

こ
と
で
、
ス
ト
ー
ブ
の
チ
ェ
ッ
ク
表
を
つ

け
る
と
い
う
こ
と
が
決
ま
り
実
践
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
今
週
も
さ
ら
に
増
え

て
い
ま
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
」
と
、
皆
に

疑
問
を
投
げ
か
け
る
。

　

ク
ラ
ス
ご
と
に
分
か
れ
て
い
る
「
電
気

消
し
隊
」
が
さ
っ
そ
く
原
因
に
つ
い
て
話

し
合
う
。
そ
こ
に
リ
ー
ダ
ー
、
サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
が
加
わ
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
な
が

ら
意
見
を
ま
と
め
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
発
表

す
る
。

「
ス
ト
ー
ブ
の
使
用
量
が
増
え
ま
し
た
」

「
凍
結
防
止
の
ト
イ
レ
の
ヒ
ー
タ
ー
が
使

わ
な
い
ト
イ
レ
で
も
点
い
て
い
ま
す
が
、

ム
ダ
な
気
が
し
ま
す
」

　
「
お
っ
、
い
い
点
に
気
が
つ
い
た
ね
。

で
も
、
凍
結
防
止
の
た
め
だ
か
ら
、
そ
れ

は
必
要
な
も
の
だ
よ
」
す
か
さ
ず
環
境
美

化
委
員
会
顧
問
の
藤
原
祐ゆ

う
き喜

先
生
が
話
に

加
わ
る
。

　

全
ク
ラ
ス
の
発
表
が
終
わ
る
と
、
生
徒

会
副
会
長
の
古ふ

る
や
ど宿

雄ゆ
う
す
け介

く
ん
が

「
去
年
１
年
間
の
数
値
を
見
る
と
、
２
月

が
一
番
電
力
を
使
っ
て
い
ま
す
。
消
し
忘

れ
に
気
を
つ
け
て
、
し
っ
か
り
取
り
組
む

よ
う
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」

と
提
案
を
行
な
う
。

　

そ
し
て
「
達
成
感
に
よ
る
油
断
が
出
て

る
か
な
。
も
う
１
回
気
を
引
き
締
め
て
が

ん
ば
ろ
う
。
電
気
消
し
隊
の
み
な
さ
ん
、

チ
ェ
ッ
ク
表
つ
け
て
ま
す
か
。
ク
ラ
ス
の

み
ん
な
に
伝
え
て
ま
す
か
」
と
先
生
が
再

確
認
の
意
味
で
付
け
加
え
る
。

　

約
15
分
の
会
議
を
終
了
し
た
生
徒
た
ち

は
、
再
び
午
後
の
授
業
の
た
め
、
木
工
室

を
後
に
す
る
。

登校と同時にまず照度掲示用のホワイトボードでこの日
の照度などを確認する「電気消し隊」のメンバー。
左上の写真は「エコ会議」で話し合う「電気消し隊」と
アドバイスをする生徒会役員。

※ 1 K
キ ッ ズ

ids' I
アイエスオー

SO 14000 プログラム
　子どもの環境教育プログラム。一人一人の「気づき」を引き出しな
がら自分の行動と周囲や地球環境との関係（環境マネジメント法）を
体得させ、皆で協力して、家庭、地域、地球の環境を良くする活動。
取り組みの方法としてＰ

ピーディーシーエー

ＤＣＡサイクル※３を取り入れ、子ども一人
一人に「生きてゆく力」をつけ、未来に希望と確信を持って育ってゆ
く教育を目指す。国連機関や国際標準化機構などの国際機関を通して
急速に海外にも広がっている。

Top Runner
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　安藤くんと広瀬くんの二人は、笛川中が初めて「Kids' ISO FOR 
SCHOOL」の認定に向けて取り組んだときの生徒会長と副会長。
彼らの同級生は、ほぼ全員が１年のときに先生の勧めで「Kids' 
ISO」の入門編、２年時では初級編に取り組んだ。このプログラム
のすばらしさを実感した彼らは、「家だけの取り組みだけじゃもっ
たないよ」と、さらにこの取り組みを広げることを考案。
　初級編の次のステップとなる中級編は地域を巻き込んだ取り組み
が必要になるため、先生と相談し、「まずは学校から始めよう」と

「『Kids' ISO FOR SCHOOL』に挑戦したい」と学校側に申し入れる。
　プログラム自体が試験期間ということもあり、前例が全くない状
態で取り組みは始まった。「何もかも手探り状態だった」と広瀬くん。

「でも、自分たちが頑張るしかないと思った」と安藤くん。「できる
ことはやっていこうよ」と生徒会だけでなく生徒がみんなで取り組
んだことで「みんなの気持ちが一つになっている」ことを肌で感じ
たという。
　「できることは全てやったという思いはあった。でも、正直認定
を受けるのは難しいかな」と感じていたという二人。先生からのメー
ルで認定されなかったとを知り、「あとはお前たちにまかせたぞ」
と後輩に自分たちの夢を託した。
　昨年 12 月、後輩たちの取り組みが認定を受けたことを新聞で
知った安藤くんは「驚きました。学校でも話題になってちょっと自
慢でした」と、また広瀬くんは「『よっしゃー !』と思わずガッツポー
ズが出ちゃいました。先生にこの気持ちを伝えたくって手紙も出し
ちゃった」と。そして二人とも「後輩たちにどこまで自分たちの思
　いが伝わっているのか不安があったけれど、
　しっかり引き継いでくれていたことがとても
　　　　　　　　うれしかった。感謝して
　　　　　　　　います」と語る。
                  
　　　　　　　　　←安藤千織くん
　　　　　　　　　　　　　広瀬敬介くん→

※ 3　P
ピーディーシーエー

DCA サイクル
　製造業や建設業などの事業活動において、生産管理や品質管理などの管理業務を計画通りスムーズに進め
るための管理サイクル・マネジメントサイクルの一つ。PDCA サイクルという名称は、サイクルが Plan（計
画）・Do （実施 ･ 実行）・Check（点検 ･ 評価）・Act　（処置 ･ 改善）の４段階からなることから、その頭
文字をつなげたもの。この４段階を順次行なって一周したら、最後の Act を次の PDCA サイクルにつなげ、
螺旋を描くように一周ごとにサイクルを向上させて、継続的な業務改善をしてゆく。この考え方は、生産
工程だけでなく、仕事の流れ全体に通じるものであり、会社などで新人教育にしばしば使われるほか、ISO 
9000 や ISO 14000 にも反映されている。

く
。

　

し
か
し
…
…
。
す
で
に
休
み
時
間
の
消

灯
は
以
前
か
ら
や
っ
て
い
る
こ
と
。
こ
の

７
分
を
ど
う
や
っ
て
確
保
す
る
か
。
何
か

新
た
な
手
は
な
い
か
。み
ん
な
で
悩
ん
だ
。

　

そ
ん
な
と
き
に
ひ
ら
め
い
た
の
が
、「
照

度
計
」
を
使
っ
て
の
明
る
さ
の
測
定
だ
っ

た
。
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
基
準
で
は
、
教
室
の
照

度
は
２
０
０
ル
ク
ス
か
ら
７
５
０
ル
ク

ス
あ
れ
ば
い
い
（
読
書
・
板
書
の
照
度
は

５
０
０
ル
ク
ス
以
上
が
望
ま
し
い
）
と
さ

れ
て
い
る
。そ
こ
で
実
際
に
照
度
計
を
使
っ

て
教
室
の
照
度
を
確
か
め
て
み
る
と
、
晴

れ
た
日
の
教
室
の
窓
側
は
、
２
０
０
０
ル

ク
ス
を
超
え
る
明
る
さ
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

　

教
室
の
蛍
光
灯
の
配
置
は
３
列
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
窓
側
と
中
央
の
席
で
そ
れ

ぞ
れ
照
度
を
計
り
、
１
０
０
０
ル
ク
ス
以

上
あ
っ
た
と
き
に
は
、
原
則
と
し
て
授
業

時
間
中
、
そ
の
列
の
電
気
を
消
す
こ
と
に

し
た
。
廊
下
側
は
暗
い
の
で
点
け
て
お
く

こ
と
と
し
、
授
業
内
容
に
よ
っ
て
は
先
生

の
判
断
で
電
気
を
点
け
る
こ
と
も
決
め
た
。

　

ま
た
、
窓
の
あ
る
男
子
ト
イ
レ
は
明
る

い
の
で
電
気
を
使
用
禁
止
と
し
、
玄
関
も

明
る
い
の
で
来
校
者
に
節
電
の
取
り
組
み

を
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
の
表
示
を
行
な
い
、
電
気
を
消
す
。
さ

ら
に
、
目
に
付
く
と
こ
ろ
に
ポ
ス
タ
ー
を

貼
っ
て
協
力
の
徹
底
を
呼
び
か
け
た
。
多

く
の
電
力
を
消
費
す
る
体
育
館
で
は
、
電

気
ス
イ
ッ
チ
の
「
省
エ
ネ
モ
ー
ド
」
に
着

目
し
、
こ
れ
を
採
用
。
給
食
調
理
室
に
つ

い
て
も
節
電
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
動
力
に
よ
る
電
気
消
費
を

し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
動
力
ポ
ン
プ
に

よ
り
水
を
く
み
上
げ
て
い
る
水
道
に
つ
い

て
も
「
水
を
大
事
に
し
隊
」
の
協
力
を
得

て
、
節
水
を
呼
び
か
け
た
。

２
回
目
の
取
り
組
み
で
目
標
値
達
成

　

生
徒
会
長
の
矢
崎
文
仁
く
ん
は
、
毎
朝

８
時
少
し
前
に
登
校
し
、
職
員
室
へ
「
照

度
計
」
を
持
ち
に
行
く
。
そ
し
て
、
教
室

に
向
か
い
、
窓
側
と
中
央
の
机
の
上
で
照

度
を
計
る
。
そ
の
数
値
を
中
央
玄
関
の
前

に
設
置
し
て
あ
る
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
書

き
出
し
、
電
気
を
点
け
る
か
消
す
か
の
指

示
を
出
す
。
こ
れ
は
、
生
徒
会
長
で
あ
る

彼
の
毎
日
の
仕
事
。「
結
構
大
変
で
す
。

で
も
、
み
ん
な
に
つ
い
て
来
て
も
ら
う
に

は
、
自
分
が
し
っ
か
り
し
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
か
ら
ね
」
優
し
い
表
情
の
中
に
、
芯

の
強
さ
が
見
え
る
。

　

こ
の
表
示
を
登
校
し
て
き
た
各
ク
ラ
ス

の
「
電
気
消
し
隊
」
が
確
認
し
、
教
室
の

電
気
を
点
け
る
。
さ
ら
に
８
時
15
分
に
な

る
と
、
矢
崎
く
ん
は
全
校
生
徒
に
向
け
て

放
送
で
節
電
を
呼
び
か
け
る
。

　

ま
た
、
取
り
組
み
状
況
を
週
一
回
開
催

す
る
「
エ
コ
会
議
」
で
確
認
し
、
目
標
の

実
現
に
向
け
て
徹
底
を
図
る
。

　

昨
年
11
月
、
も
う
一
つ
強
力
な
助
っ
人

装
置
が
現
れ
た
。「
省
エ
ネ
ナ
ビ
」で
あ
る
。

学
校
で
現
在
ど
れ
く
ら
い
電
気
を
使
用
し

て
い
る
か
が
計
測
さ
れ
、
液
晶
画
面
に
表

示
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
。「
現
在
の
使
用
量
」

の
ほ
か
、「
金
額
」「
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
」「
熱
量
」
の
４
つ
の
表
示
が
画
面
に

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11 月

18 8,590 9,962 11,880 9,790 7,423 9,490 9,151 10,522

19 8,561 9,182 11,458 9,578 7,142 8,722 8,580 7,399

比較 -1% -8% -4% -2% -3.8% -8.1% -6.2% -29.7%

■電気使用量の比較（単位：kWh）

生徒たちが東京電力株式会社に問い合わせて電気使用量のデータをもらい、前年度と今年度の比較
を行なった。第１回目のＰＤＣＡサイクル実施時の７月にはわずか２％しか削減できなかったが、
改善策を練って取り組んだ２回目のＰＤＣＡサイクル実施時（11 月）には、目標の 10％を大幅に
上回る 29.7％の削減に成功した。左の写真は、笛川中学校の中央玄関。照度掲示用のホワイトボー
ドが置かれ、その上には取り組み状況を知らせるポスターが掲示してある。

❶
照
度
計
で
図
っ
た
数
値
を
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

に
書
き
込
む
生
徒
会
長　

❷
照
度
計　

❸
エ
コ

会
議
で
発
言
す
る
電
気
消
し
隊　

❹
中
央
玄
関

に
貼
ら
れ
た
協
力
を
呼
び
か
け
る
表
示

❹ ❸ ❷

を
行
な
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、「
教
室
を
移
動
す
る
際
の

電
気
の
消
し
忘
れ
、
廊
下
や
ト
イ
レ
の
電

気
の
つ
け
っ
ぱ
な
し
が
多
い
」「
生
徒
会

役
員
の
削
減
値
（
マ
イ
ナ
ス
10
・
１
％
）

と
初
級
編
経
験
者
の
削
減
値(

マ
イ
ナ
ス

３
・
３
％
）
に
大
き
な
意
識
の
差
が
あ
る
」

「（
昨
年
度
の
電
気
使
用
量
か
ら
）
重
点
期

間
と
し
て
取
り
組
ん
だ
と
き
は
削
減
に
成

功
し
て
い
る
」
こ
と
な
ど
が
わ
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
教
室
や
廊
下
、
ト
イ
レ
に
つ

い
て
は
、
各
ク
ラ
ス
に
組
織
さ
れ
た
「
電

気
消
し
隊
」
が
徹
底
し
た
チ
ェ
ッ
ク
を
行

な
い
、
職
員
室
・
校
長
室
に
つ
い
て
は
、

必
要
以
外
は
電
気
を
消
し
て
ほ
し
い
と
先

生
た
ち
に
依
頼
。
ま
た
、
節
電
へ
の
意
識

を
高
め
る
た
め
、
ポ
ス
タ
ー
や
呼
び
か
け

の
表
示
を
校
内
に
掲
示
し
、
全
校
放
送
や

朝
の
会
、
帰
り
の
会
な
ど
で
そ
の
都
度
呼

び
か
け
た
。「
エ
コ
プ
レ
ス
」
と
呼
ば
れ

る
新
聞
も
発
行
し
、
活
動
状
況
を
全
校
に

伝
え
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、「
学
校
全
体
の
電

気
使
用
量
10
％
削
減
」
と
い
う
具
体
的
な

数
値
を
示
し
た
新
た
な
取
り
組
み
が
始

ま
っ
た
。

届
か
な
い
目
標
値

～
自
ら
に
課
し
た
改
善
策
～

　
「K

ids' IS
O

 FO
R

 S
C

H
O

O
L

」
の
取

り
組
み
は
、
期
間
中
２
回
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
法

に
よ
る
取
り
組
み
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
第
１
回
の
取
り
組
み
を

７
月
に
設
定
、
前
述
の
よ
う
な
計
画
︵
Ｐ
︶

を
立
て
て
実
行︵
Ｄ
︶し
た
。
点
検︵
Ｃ
︶は
、

週
１
回
リ
ー
ダ
ー
（
生
徒
会
役
員
）、
サ
ブ

リ
ー
ダ
ー
（
環
境
美
化
委
員
）、「
電
気
消

し
隊
」
が
出
席
す
る
「
エ
コ
会
議
」
を
開

き
、活
動
状
況
を
確
認
し
た
。こ
の
会
で
は
、

参
加
者
か
ら
更
な
る
取
り
組
み
の
提
案
な

ど
も
行
な
わ
れ
た
。

　

第
１
回
目
の
取
り
組
み
と
な
っ
た
７
月

は
、
目
標
の
10
％
削
減
に
は
ほ
ど
遠
く
、

２
％
の
削
減
し
か
で
き
な
か
っ
た
。「
自

分
た
ち
の
作
っ
た
目
標
は
、
果
た
し
て
実

現
可
能
な
の
か
。
も
と
も
と
が
無
理
な
数

値
で
は
な
か
っ
た
の
か
」
不
安
が
頭
を
よ

ぎ
っ
た
。な
ぜ
達
成
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

ど
こ
を
改
善
︵
Ａ
︶
す
れ
ば
目
標
値
が
達

成
で
き
る
の
か
。

　

生
徒
会
で
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

意
見
や
先
生
の
助
言
を
得
な
が
ら
、
徹
底

し
た
分
析
と
話
し
合
い
を
重
ね
、
７
つ
の

考
察
を
導
き
出
し
た
。
そ
の
中
で
、
特
に

注
目
し
た
の
が
学
校
で
消
費
さ
れ
る
電
気

の
大
半
を
占
め
る
「
蛍
光
灯
」
で
あ
る
。

　

生
徒
た
ち
は
、
校
内
と
体
育
館
の
蛍
光

灯
数
を
数
え
、
そ
こ
か
ら
蛍
光
灯
に
よ
る

消
費
電
力
の
理
論
値
を
計
算
。そ
の
結
果
、

１
時
間
に
７
分
間
電
気
を
消
せ
ば
、
10
％

の
削
減
が
可
能
で
あ
る
こ
と
に
た
ど
り
着

❶

取り組みを引き継いでくれた後輩たちに
感謝しています　　　
　　安藤千

ちおり

織くん・広瀬敬
けいすけ

介くん（平成 18 年度卒業生）

▼「何か思い出に残ることをしたかった」と、学園祭の展示用に牛乳パッ
クを再利用して壁画を作った。後にリサイクルするため、パックそのもの
の色を使って作った作品。想像以上に難しかったが、達成感もその分味わ
え、感涙した仲間もいるという。「楽しかったなあ」と語るその頃の二人
の思い出は、まるで学園ドラマのよう。

Top Runner
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出
し
た
。
何
十
ペ
ー
ジ
に
も
及
ぶ
報
告
書

を
作
成
し
た
生
徒
会
役
員
の
藤
原
芽め

い生
さ

ん
は
、「
提
出
期
限
ま
で
に
完
成
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
み
ん
な
で
考
え
た
こ
と

を
文
章
に
変
換
し
、
パ
ソ
コ
ン
で
打
ち
込

む
作
業
は
大
変
で
し
た
。
で
も
、
報
告
書

が
で
き
あ
が
っ
た
と
き
は
う
れ
し
か
っ
た

し
、
何
よ
り
も
自
分
に
自
信
が
持
て
ま
し

た
」
と
、
そ
の
と
き
の
苦
労
を
話
す
。

　

そ
し
て
、
12
月
18
日
、
学
校
に
嬉
し
い

知
ら
せ
が
届
い
た
。
全
校
生
徒
が
一
丸

と
な
っ
て
頑
張
っ
た
「K

ids' IS
O

 FO
R

 
S

C
H

O
O

L

」
へ
の
取
り
組
み
が
認
定
を

受
け
た
の
だ
。

　
「
知
ら
せ
を
聞
い
た
と
き
は
、
飛
び
上

が
る
ほ
ど
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
何
よ
り

も
こ
の
活
動
を
始
め
て
く
れ
た
先
輩
た
ち

に
よ
う
や
く
恩
返
し
が
で
き
る
な
と
ホ
ッ

し
ま
し
た
」
と
語
る
矢
崎
く
ん
。

　

ま
た
、
藤
原
先
生
は
「
子
ど
も
た
ち
が

一
生
懸
命
に
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
が

結
果
に
結
び
つ
い
て
、本
当
に
よ
か
っ
た
。

全
校
生
徒
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、

よ
く
頑
張
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
生
徒
の
中
に
貴
重
な
体
験
と
し
て
残

る
だ
ろ
う
し
、
今
回
身
に
着
け
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
は
、
将
来
社
会
に
出
て
も

き
っ
と
役
に
立
つ
は
ず
で
す
」
と
生
徒
以

上
に
嬉
し
さ
を
隠
し
切
れ
な
い
よ
う
す
。

も
ち
ろ
ん
、
生
徒
た
ち
と
一
緒
に
認
定
に

向
け
て
取
り
組
ん
だ
教
職
員
だ
れ
も
が
、

こ
の
知
ら
せ
を
喜
ん
だ
。

目
標
は
大
き
く
、
取
り
組
み
は
足
元
か
ら

　

全
国
で
一
番
乗
り
と
な
っ
た
「K

ids' 
IS

O
 FO

R
 S

C
H

O
O

L

」
の
認
定
。
笛
川

中
の
こ
の
快
挙
は
、
各
種
報
道
機
関
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　

市
で
も
「
笛
川
中
に
続
け
」
と
、
各
施

設
代
表
者
を
集
め
た
会
議
が
開
催
さ
れ
、

生
徒
た
ち
は
事
例
発
表
を
行
な
っ
た
。

　

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
市
で
は
、
今
回
の
笛
川
中
の
取
り
組
み

を
参
考
に
、
今
後
公
共
施
設
を
中
心
に
節

電
、
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
を
一
層
積
極
的
に

行
な
っ
て
い
く
こ
と
を
決
め
た
。

　

今
回
の
取
り
組
み
の
き
っ
か
け
を
作
っ

た
の
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
し
た

こ
ど
も
エ
コ
ラ
イ
フ
ネ
ッ
ト
の
広
瀬
さ
ん

で
あ
り
、
授
業
に
取
り
入
れ
た
藤
原
先
生

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、「
学

触
れ
る
と
変
わ
る
優
れ
も
の
。
ま
た
、
時

間
帯
の
使
用
量
が
、
電
灯
系
と
動
力
系
の

二
種
類
の
棒
グ
ラ
フ
で
そ
れ
ぞ
れ
表
示
さ

れ
る
の
で
、
実
に
わ
か
り
や
す
い
。

　
「
エ
コ
会
議
」
で
は
、
こ
の
「
省
エ
ネ

ナ
ビ
」
を
使
っ
て
、
１
日
の
消
費
量
の
目

標
値
を
４
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
／
時
以
下
に

押
さ
え
よ
う
と
決
め
た
。

　
「
照
度
計
」
を
使
っ
て
の
教
室
の
電
気

の
Ｏオ

ンＮ
／
Ｏオ

フ
Ｆ
Ｆ
は
、
実
に
効
果
的
だ
っ

た
。
第
２
回
目
の
取
り
組
み
期
間
20
日
間

の
う
ち
、
窓
側
の
列
で
電
気
を
必
要
と
し

た
日
は
、
わ
ず
か
に
４
日
間
、
中
央
で
も

８
日
間
と
い
う
数
値
が
は
じ
き
出
さ
れ

た
。
実
際
に
は
先
生
の
判
断
な
ど
で
多
少

の
誤
差
は
出
て
い
る
が
、
こ
れ
だ
け
目
に

見
え
た
取
り
組
み
は
数
値
に
も
着
実
に
表

れ
、
他
の
取
り
組
み
と
合
わ
せ
る
と
、
２

回
目
の
取
り
組
み
で
は
、
目
標
の
10
％
を

大
幅
に
超
え
た
29
・
７
％
の
削
減
に
つ
な

が
っ
た
。

「
達
成
感
が
得
ら
れ
た
と
同
時
に
、
全
校

生
徒
が
一
つ
に
な
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。

ま
た
、『
省
エ
ネ
ナ
ビ
』
で
数
値
が
す
ぐ

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、『
自

分
た
ち
の
取
り
組
み
は
温
暖
化
防
止
に
つ

な
が
っ
て
い
る
ん
だ
』
と
い
う
意
識
も
強

く
な
っ
て
き
ま
し
た
」
と
生
徒
た
ち
は
微

笑
む
。

予
期
せ
ぬ
環
境
大
臣
表
彰
、

そ
し
て
認
定
へ

　

そ
ん
な
笛
川
中
の
環
境
へ
の
積
極
的
な

取
り
組
み
を
知
っ
た
市
教
育
委
員
会
が
、

平
成
19
年
度
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
環
境

大
臣
表
彰
の
「
環
境
教
育
・
普
及
啓
発
部

門
」
に
笛
川
中
学
校
を
推
薦
、
昨
年
12
月

に
受
賞
が
決
定
し
た
。
同
部
門
に
お
い
て

表
彰
を
受
け
た
中
学
校
は
全
国
で
一
校
だ

け
で
あ
り
、
５
部
門
全
て
合
わ
せ
て
も
県

内
か
ら
の
受
賞
は
笛
川
中
の
み
。

　

市
教
育
委
員
会
か
ら
推
薦
に
つ
い
て
何

も
知
ら
さ
れ
て
な
か
っ
た
生
徒
た
ち
は
、

思
い
も
よ
ら
な
い
受
賞
の
知
ら
せ
に
び
っ

く
り
。
古
屋
君
夫
校
長
は
「
学
校
全
体
で

継
続
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
認
め
ら
れ

た
」
と
喜
び
、
生
徒
た
ち
は
「
先
輩
が
取

り
組
み
、
自
分
た
ち
が
引
き
継
い
で
来
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
と
て
も
自
信

に
つ
な
が
っ
た
」
と
話
す
。

　

生
徒
会
で
は
、
11
月
の
取
り
組
み
に

よ
っ
て
得
た
成
果
を
最
終
報
告
書
と
し
て

ま
と
め
、
国
際
芸
術
技
術
協
力
機
構
へ
提

❺
電
力
な
ど
４
種
類
の
消
費
量
が
わ
か
る
「
省

エ
ネ
ナ
ビ
」　

❻
職
員
室
廊
下
に
飾
ら
れ
た
認

定
証　

❼
二
酸
化
炭
素
の
発
生
を
抑
え
る
取
り

組
み
「
CO2
（
シ
ー
オ
ー
ツ
ー
）
ダ
イ
エ
ッ
ト

宣
言
」
で
も
ら
っ
た
苗
木
。
学
校
の
花
壇
で

春
に
は
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
る
。

❼ ❻ ❺

１人ではできないこともみんなで力を合わせれば可能になる。
　　　　　　　　　　　広瀬典

のりひと

仁さん（「こどもエコライフネット」理事長）

Top Runner

　４年前広瀬さんが「kids' ISO」を広めよう
と開いたインストラクター養成講座を、偶然に
も藤原先生が受講していた。これが最初の一
歩となる。「学校の活動に取り入れたい」とい
う藤原先生の相談に広瀬さんが乗り、笛川中
での取り組みが始まった。このプログラムが
地球温暖化防止に役立つことを知った生徒た
ちは、学校全体を巻き込んだ「kids' ISO FOR 
SCHOOL」に取り組みたいと自ら申し出る。
　「笛川中のすばらしいところは、取り組みが
単発に終わらず、継続しているところ。自分た
ちが取り組んだことをしっかり後輩に引き継ご
うとしている。だから笛川中では、もう３年も
続いて子どもたちが認定を受けているんです」
　平成 18 年、生徒たちが取り組みたいといっ
た「kids' ISO FOR SCHOOL」。このプログラ
ムは当時まだ試験段階であり、判断基準などあ
いまいな部分があった。しかし、生徒たちの熱
意に押され、取り組み方や報告書の作成でアド
バイスをすることに。
　「笛川中はこの４年間で、本当に変わった。
先生の思いから始まったこの取り組みが子ども
たちに伝わり、子どもたちがそれを形に変え
て先生に伝えなおした。そして全体が変わって
いった。子どもたちの意識は明らかに変わりま
した。子どもたちが本来もっている『気づく力』

が目覚めたんでしょうね」と微笑む。
　「kids' ISO」に取り組むには、費用がかかる。
この費用を援助したのが、広瀬さんが理事長を
つとめる「こどもエコライフネット」である。「実
際に援助をしてくださったのは、市内・県内の
企業なんです。私たちは集まったお金を子ども
たちの活動のためにお渡ししただけ。各企業の
ご協力があったからこそ、子どもたちが取り組
めた。その取り組みが子どもから親に伝わる。
そして、地域に広がり、一人ではできないこと
がみんなの力によって
できるようになる。
環境への取り組み
だけに限らず、
あらゆるものに
つながっていって
ほしい」と語る。

広報やまなし 2008.3-10

▼「これ、よく見てください。子どもたちが作った壁画と同じ絵なんです」
と藤原先生。18 年度の生徒たちの取り組みに感動した「こどもエコライ
フネット」の広瀬さんが、「何か残るものを」と切り絵作家の百鬼丸さん
にお願いして作ってもらったオリジナル作品。今年度いただいた「Kids' 
ISO FOR SCHOOL」の認定証とともに学校に飾られている。

校
全
体
で
や
っ
て
み
よ
う
よ
」
と
自
ら
発

案
し
、
み
ん
な
で
決
め
て
取
り
組
ん
だ
生

徒
た
ち
と
教
職
員
の
万
全
の
協
力
体
制
が

得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
認
定
は
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
み
ん
な
の
思
い
が

一
つ
に
な
り
、
み
ん
な
が
協
力
し
て
取
り

組
ん
だ
か
ら
こ
そ
の
成
果
だ
と
い
う
こ
と

を
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

矢
崎
く
ん
ら
生
徒
会
役
員
は
、「
先
輩

た
ち
か
ら
受
け
継
い
だ
こ
の
活
動
を
、
途

切
れ
さ
せ
る
こ
と
な
く
笛
川
中
の
新
し
い

伝
統
と
し
て
後
輩
た
ち
に
引
き
継
ぐ
こ
と

が
ぼ
く
た
ち
の
役
目
」
と
語
る
。

　

こ
の
春
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
生
徒
た

ち
は
、
先
輩
た
ち
の
思
い
に
自
ら
の
思
い

を
乗
せ
て
後
輩
に
バ
ト
ン
を
託
す
。
こ
の

活
動
の
継
続
と
更
な
る
取
り
組
み
を
期
待

し
な
が
ら
…
…
。

「あとは頼んだぞ」と次期生徒会長の坂本明
あきひと

仁くん（左）と
握手を交わす現生徒会長の矢崎文仁くん。坂本くんは先輩か
らの取り組みを引き継ぐとともに、「次は地域の人も巻き込
んで『中級編』に取り組みたい」と意欲を燃やす。
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【
一
般
の
部
】
テ
ー
マ
自
由

山
梨
市
長
賞

　

幾
百
の
桃
の
重
さ
に
耐
へ
し
樹
よ

　
　
　

今
か
ろ
が
ろ
と
秋
の
陽
を
浴
ぶ

　
　
　
　
　
　

山
梨
市　
　

猪
狩　

妙
枝
子

山
梨
市
議
会
議
長
賞

　

順
調
に
延
び
し
ぶ
ど
う
の
新
梢
を

　
　
　

い
た
わ
り
乍
ら
誘
引
す
ま
す

　
　
　
　
　
　

山
梨
市　
　

市
川　

ヱ
イ
子

山
梨
市
教
育
長
賞

　

ど
の
畑
も
桃
取
り
終
え
て
洗
い
干
す

　
　
　

反
射
マ
ル
チ
が
夕
陽
返
せ
り

　
　
　
　
　
　

山
梨
市　
　

雨
宮　

さ
よ
子

山
梨
市
文
化
協
会
長
賞

　

皿
の
上
に
で
ん
と
構
え
て
ひ
と
つ
あ
る

　
　
　

西
太
后
の
ご
と
き
白
桃

　
　
　
　
　
　

山
梨
市　

小
田
切　

ゆ
み
ゑ

フ
ル
ー
ツ
山
梨
農
業
協
同
組
合
長
賞

　

粒
抜
き
の
す
み
し
巨
峰
の
さ
緑
の

　
　
　

房
は
淸
し
く
棚
に
連
ら
な
る

　
　
　
　
　
　

韮
崎
市　
　

平
賀　

和
江

山
梨
市
商
工
会
長
賞

　

ジ
ベ
処
理
を
済
ま
す
赤
き
手
そ
の
ま
ま
に

　
　
　

桃
の
摘
果
と
畑
に
急
ぐ

　
　
　
　
　
　

山
梨
市　
　

雨
宮　

清
子

山
梨
の
文
化
を
伝
え
る
会
長
賞

　

夕
暮
は
静
か
に
息
を
す
る
木
椅
子

　
　
　

背
も
た
れ
に
青
き
Ｔ
シ
ャ
ツ
か
け
て

　
　
　
　
　
　

甲
府
市　
　

増
田　

茂
子

三
枝
浩
樹
賞

　

初
捥
ぎ
の
桃
は
殊
更
尊
く
て

　
　
　

う
か
ら
の
手
か
ら
手
へ
渡
り
行
く

　
　
　
　
　
　

山
梨
市　
　

荻
原　

ふ
み

秋
山
佐
和
子
賞

　

子
や
孫
ら
手
伝
ひ
く
る
る
に
座
敷
ま
で

　
　
　

作
業
場
に
し
て
出
荷
箱
折
る

　
　
　
　
　
　

山
梨
市　
　

古
屋　
　

清

入　
　
　
　

選

　

山
本　
　

鍛　
　
（
北
海
道
）　　

　

川
渕　

り
こ　
　
（
神
奈
川
県
）　　

　

山
下　

奈
美　
　
（
静
岡
県
）

　

池
田　

恵
美　
　
（
熊
本
県
）　　

　

小
林　

富
美
子　
（
甲
府
市
）

　

飯
島　
　

泉　
　
（
山
梨
市
）

　

太
田　

日
の
出　
（
山
梨
市
）　

　

窪
川　

フ
ミ　
　
（
山
梨
市
）

　

小
林　

義
尚　
　
（
山
梨
市
）

　

坂
本　

清
子　
　
（
山
梨
市
）

　

佐
藤　

多
貴
子　
（
山
梨
市
）　

　

鈴
木　

光
子　
　
（
山
梨
市
）

　

内
藤　

佐
智
子　
（
山
梨
市
）

　

藤
原　

一
仁　
　
（
山
梨
市
）

　

米
倉　

千
鶴
子　
（
山
梨
市
）

 

【
中
学
生
の
部
】

山
梨
市
長
賞

　

タ
ン
ポ
ポ
の
赤
ち
ゃ
ん
ゆ
ら
れ
て
春
き
た
り

　
　
　

春
は
一
瞬
せ
つ
な
い
気
持
ち

　
　
　
　

山
梨
南
中
三
年　
　

市
川　

雄
也

山
梨
市
議
会
議
長
賞

　

祖
父
母
か
ら
も
ら
っ
た
ぶ
ど
う
の
粒
た
ち
が

　
　

食
べ
て
み
な
よ
と
さ
さ
や
い
て
い
る

　
　
　
　

勝
沼
中
二
年　
　
　

五
味　

英
昭

山
梨
市
教
育
長
賞

　

ジ
ベ
処
理
で
急
な
畑
で
暑
い
日
に

　
　
　

必
死
に
つ
け
た
赤
い
液
体	

　
　
　
　

勝
沼
中
二
年　
　
　

柳
場　

正
雄

山
梨
市
文
化
協
会
長
賞

　

葡
萄
の
葉
重
な
り
あ
え
ば
濃
き
緑

　
　
　

さ
し
こ
む
木
漏
れ
日
透
け
る
夏
空

　
　
　

山
梨
北
中
一
年　
　

小
宮
山　

景
子

フ
ル
ー
ツ
山
梨
農
業
協
同
組
合
長
賞

　

背
の
び
し
て
届
か
な
か
っ
た
葡
萄
棚

　
　
　
　
　
　

今
で
は
房
が
頭
を
つ
つ
く

　
　
　
　

山
梨
南
中
三
年　
　

雨
宮　

直
斗

山
梨
市
商
工
会
長
賞

　

手
の
ひ
ら
に
そ
っ
と
一
粒
転
が
し
て

　
　
　

ほ
お
ば
る
甘
い
紫
の
玉

　
　
　
　

山
梨
北
中
二
年　
　

橋
爪　

佐
季

山
梨
の
文
化
を
伝
え
る
会
長
賞

　

雨
の
日
の
葉
っ
ぱ
の
上
を
見
て
ご
ら
ん

　
　
　
　

ゆ
っ
く
り
歩
く
か
た
つ
む
り
だ
よ

　
　
　
　

山
梨
南
中
二
年　
　

神
戸　

章
人

三
枝
浩
樹
賞

　

夏
の
夜
ほ
た
る
の
光
仲
間
呼
び

　
　
　
　
　

草
の
間
に
清
ら
か
な
川

　
　
　
　

山
梨
北
中
一
年　
　

野
沢　

和
博

秋
山
佐
和
子
賞

　

紫
の
朝
日
射
し
込
む
ぶ
ど
う
棚

　
　
　

宝
の
ご
と
く
摘
み
と
る
祖
父
母

　
　
　

山
梨
南
中
三
年　
　

筒
井　

翔
太
郎

入　
　
　
　

選

　

久
保
田　

祐
美　
（
駿
台
甲
府
中
）　　
　

　

野
口　
　

綾　
　
（
韮
崎
西
中
）　　

　

林　
　

慧
亮　
　
（
塩
山
中
）　　
　

　

上
矢　

元
気　
　
（
勝
沼
中
）　　
　
　
　

　

桐
原　
　

翔　
　
（
勝
沼
中
）

　

上
田　

周
平　
　
（
山
梨
南
中
）　

　

荻
原　

和
紀　
　
（
山
梨
南
中
）　

　

逆
瀬
川　

彩
佳　
（
山
梨
南
中
）　　

　

志
村　

鮎
美　
　
（
山
梨
南
中
）

　

松
井　
　

梓　
　
（
山
梨
南
中
）　

　

岩
間　

江
里　
　
（
山
梨
南
中
）　

　

小
澤　

雄
輔　
　
（
山
梨
南
中
）　　

　

長
沼　
　

愛　

 

（
山
梨
南
中
）

　

金
井　

理
穂　
　
（
山
梨
北
中
）　　

　

早
川　

大
規　

 

（
山
梨
北
中
）

 【
小
学
生
の
部
】

山
梨
市
長
賞

　

ひ
と
夏
の
役
目
果
た
し
た
桃
の
木
に

　
　
　

お
つ
か
れ
さ
ま
と
ひ
ぐ
ら
し
の
声

　
　
　
　

塩
山
南
小
五
年　
　

吉
田　

貴
音

山
梨
市
議
会
議
長
賞

　

親
指
に
力
を
入
れ
て
箱
を
折
る

　
　
　

ぼ
く
の
近
く
に
か
べ
が
で
き
て
く

　
　
　
　

八
幡
小
六
年　
　
　

早
川　

員
也

山
梨
市
教
育
長
賞

　

兄
川
で
す
い
す
い
お
よ
ぐ
は
や
が
い
た

　
　
　

自
然
て
い
い
な
季
節
の
か
わ
り

　
　
　
　

八
幡
小
五
年　
　
　

雨
宮　

千
智

山
梨
市
文
化
協
会
長
賞

　

夕
立
で
キ
ラ
キ
ラ
笑
う
ぶ
ど
う
だ
な

　
　
　

の
ど
か
ら
か
ら
で
待
っ
て
た
ん
だ
ね

　
　
　
　

日
川
小
五
年　
　
　

井
上　
　

希

フ
ル
ー
ツ
山
梨
農
業
協
同
組
合
長
賞

　

す
き
な
の
を
き
っ
て
い
け
し
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん

　
　
　

か
た
手
で
も
て
な
い
大
き
な
き
ょ
ほ
う

　
　
　
　

羽
黒
小
二
年　
　
　

宮
沢　

絋
仁

山
梨
市
商
工
会
長
賞

　

全
力
で
走
っ
た
ぼ
く
の
手
と
足
を

　
　
　

そ
っ
と
な
で
て
く
重
川
の
風

　
　
　
　

後
屋
敷
小
五
年　
　

古
屋　

啓
太

山
梨
の
文
化
を
伝
え
る
会
長
賞

　

キ
ン
キ
ン
と
刀
を
ぬ
い
て
ほ
ほ
を
さ
す

　
　
　

凍
え
る
空
の
兵
士
オ
リ
オ
ン

　
　
　
　

日
川
小
五
年　
　
　

有
泉　

陽
子

三
枝
浩
樹
賞

　

朝
露
に
ぬ
れ
て
き
ら
き
ら
む
ら
さ
き
の

　
　
　

じ
い
じ
の
手
か
ら
こ
ぼ
れ
る
ぶ
ど
う

　
　
　
　

八
幡
小
五
年　
　
　

深
沢　

薫
平

秋
山
佐
和
子
賞

　

雨
あ
が
り
く
も
の
き
れ
ま
に
太
陽
の

　
　
　

光
が
当
た
る
ふ
し
ぎ
な
き
も
ち

　
　
　
　

琢
美
小
六
年　
　
　

大
塚　

夏
穂

入　
　
　
　

選

　

飯
島　

奈
都
季　
（
春
日
居
小
）　　
　

　

岡
村　
　

翼　
　
（
後
屋
敷
小
）

　

金
丸　

史
果　
　
（
加
納
岩
小
）　　
　

　

勝
村　
　

愛　
　
（
加
納
岩
小
）　

　

武
井　

宏
樹　
　
（
加
納
岩
小
）

　

浅
野　

茉
由　
　
（
日
川
小
）　

　

中
村　

和
希　
　
（
日
川
小
）

　

上
野　

育
美　
　
（
山
梨
小
）　

　

風
間　

理
沙　
　
（
山
梨
小
）　

　

丸
山　

盛
司　
　
（
山
梨
小
）

　

上
條　

浩
太
郎　
（
八
幡
小
）　　

　

古
屋　

倖
汰　
　
（
八
幡
小
）

　

内
田　

有
香　
　
（
岩
手
小
）

　

和
田　

早
耶
香　
（
牧
丘
第
二
小
）　　

　

川
里　

な
え　
　
（
牧
丘
第
二
小
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
�
９
６
１
１

第
４
回
自
然
と
清
流
・
果
実
の
里
や
ま
な
し
短
歌
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

             

入
選
作
品
紹
介

　

今
年
で
４
回
目
と
な
る
短
歌
大
会
に
は
、
今
年
も
県
内
外
か
ら
多
数
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

三
枝
浩ひ

ろ
き樹
さ
ん（
甲
斐
市
在
住
／
歌
誌「
り
と
む
」会
員
）と
秋
山
佐
和
子
さ
ん（
山
梨
市
出
身
／
歌
誌「
玉
ゆ
ら
」主
宰
）に
よ
る
審
査
の
結
果
、

入
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
入
選
者
の
表
彰
は
２
月
23
日
の
「
第
12
回
や
ま
な
し
し
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
お
い
て
行
な
い
、
入
賞
作
品
を
３
月
４
日

ま
で
市
民
会
館
に
展
示
し
ま
す
。

広報やまなし 2008.3-13 広報やまなし 2008.3-12
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水道

広報やまなし 2008.3-15

水道

　

～
施
設
改
修
に
は
経
営
改
善
が
急
務
～

　

市
水
道
の
給
水
人
口
は
、
平
成
19
年
３
月

末
現
在
で
上
水
道
が
３
万
７
８
５
人
、
公
営

簡
易
水
道
が
７
千
５
４
０
人
で
、
年
間
総
給

水
量
は
、
上
水
道
が
４
９
５
万
２
千
立
方

メ
ー
ト
ル
、
簡
易
水
道
が
85
万
３
千
立
方

メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

合
併
時
に
引
き
継
い
だ
そ
れ
ぞ
れ
の
旧
水

道
事
業
は
、昭
和
20
年
代
後
半
か
ら
始
ま
り
、

一
部
の
施
設
は
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
本
市
は
東
海
地
震
の
地
震
防
災
対
策

強
化
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
耐

震
化
に
向
け
た
水
道
施
設
整
備
対
策
も
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
施
設
の
統
廃
合
、
改
修
・
耐
震
補

強
、
ま
た
琴
川
ダ
ム
を
水
源
と
し
た
峡
東
地

域
広
域
水
道
企
業
団
（
以
下
企
業
団
）
か
ら

の
用
水
供
給
に
対
す
る
施
設
整
備
や
受
水
費

な
ど
を
考
慮
し
た
場
合
、
こ
れ
ら
の
整
備
に

は
多
額
の
費
用
が
か
か
り
、
現
状
の
経
営
状

況
で
は
そ
の
対
応
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
財
源
確
保
に
向
け
、
早
急
な
経
営
改
善
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

独
立
採
算
制
が
原
則
…
…

　

～
一
般
会
計
か
ら
の
補
て
ん
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

極
力
な
く
す
～

　

上
水
道
の
水
道
料
金
は
、
平
成
16
年
度
に

水
道
料
金
改
定
を
行
な
い
、
現
在
ま
で
独
立

採
算
制
に
よ
る
経
営
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

簡
易
水
道
の
水
道
料
金
は
、
設
備
投
資
に

対
し
給
水
人
口
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
料
金

収
入
が
少
な
く
、
事
業
費
の
不
足
分
に
つ
い

て
は
一
般
会
計
か
ら
１
億
円
以
上
を
繰
り
入

れ
て
経
営
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
年
４
月
か
ら
は
、
企
業
団
か

ら
の
受
水
費
が
新
た
に
発
生
す
る
こ
と
、
ま

た
、
施
設
整
備
な
ど
の
経
費
の
増
加
、
水
需

要
の
落
ち
込
み
に
よ
る
料
金
収
入
の
低
下
な

ど
が
重
な
り
、
今
後
は
よ
り
一
層
厳
し
い
状

況
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
水
道
料
金
の
改
定
を
行
な
わ

ず
、
不
足
額
を
全
額
一
般
会
計
（
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
税
金
な
ど
）
か
ら
繰

り
入
れ
た
場
合
、
そ
の
額
は
年
間
約
４
億
円

以
上
に
も
な
り
、
そ
の
分
、
一
般
会
計
に
お

い
て
の
福
祉
、
医
療
、
教
育
と
い
っ
た
市
の

策
施
の
展
開
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
一
定
額
の
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
は
止
む
を
得
な
い
も
の
の
、

水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
水
道

水
を
利
用
す
る
受
益
者
か
ら
負
担
し
て
も
ら

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

赤
字
を
解
消
し
安
定
し
た
経
営
基
盤
を
確

保
す
る
た
め
、
料
金
改
定
が
必
要
と
な
る
の

で
す
。

　

な
お
、
今
回
の
改
定
は
、
施
設
整
備
費
お

よ
び
受
水
費
が
多
額
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
給

水
原
価
を
回
収
で
き
る
料
金
設
定
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
収
支
不
足
分
は
、
単
年
度
で
上
水

道
会
計
に
約
１
億
円
、
特
別
会
計
（
牧
丘
・

三
富
な
ど
）
に
約
２
億
円
、
合
計
約
３
億
円

を
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

～
審
議
会
か
ら
水
道
料
金
の

　
　
　
　
　
　

見
直
し
に
つ
い
て
答
申
～

　

市
で
は
、
学
識
経
験
者
や
各
地
域
の
受
益

者
に
よ
る
水
道
審
議
会
を
設
置
し
、
水
道
事

業
の
現
状
や
経
営
状
況
、
将
来
計
画
、
経
営

の
見
通
し
に
つ
い
て
、
検
討
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
昨
年
11
月
、
今
回
の
値

上
げ
も
含
め
、
経
営
の
健
全
化
へ
の
取
り
組

み
は
急
務
で
あ
る
と
答
申
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
の
議
会
に
水
道
料
金
改
定
を

提
案
し
、
承
認
を
受
け
ま
し
た
。。

　

市
で
は
、
今
年
５
月
の
検
針
分
か
ら
料
金

改
定
を
実
施
し
ま
す
。
安
全
で
安
定
し
た
水

道
水
の
供
給
の
た
め
、
今
後
も
経
費
削
減
や

未
収
金
対
策
に
取
り
組
み
、
効
率
的
な
経
営

体
制
の
確
立
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
参
考
）
他
市
の
状
況
…
…

　

本
市
と
同
じ
く
企
業
団
か
ら
用
水
供
給
を

受
け
る
甲
州
市
で
も
、
平
成
20
年
５
月
検
針

分
か
ら
料
金
改
定
を
行
な
い
ま
す
。

　

ま
た
、
笛
吹
市
に
お
い
て
も
、
現
在
料
金

の
改
定
を
検
討
中
で
す
。

地域名 区分 改定前料金 新料金

山梨地域
（上水道）

基本料金 1,890 円 2,414円

水量料金（立方メートル）

０～　20㎥ 基本料金に含む 基本料金に含む

21～40㎥ 105 円 /㎥ 136円 /㎥

41～ 100㎥ 115 円 /㎥ 147円 /㎥

101㎥以上 126 円 /㎥ 168円 /㎥

地域名 区分 改定前料金 新料金

牧丘地域
（簡易水道）

基本料金 2,414 円 2,414円

水量料金（立方メートル）

０～20㎥ 基本料金に含む 基本料金に含む

21～40㎥ 147 円 /㎥ 147円 /㎥

41～ 100㎥ 168 円 /㎥ 168円 /㎥

101㎥以上 210 円 /㎥ 210円 /㎥

地域名 区分 改定前料金 新料金

三富地域
（簡易水道）

基本料金 1,154 円 1,680円

水量料金（立方メートル）

０～20㎥ 基本料金に含む 基本料金に含む

21～40㎥
（21㎥～）
52 円 /㎥

84円 /㎥

41～ 100㎥ 94円 /㎥

101㎥以上 105円 /㎥

料金改定の内容
　平成 20 年５月検針分から、新料金となりま
す。山梨地域平均 29.6％、三富地域平均 52.7%
の値上げです。牧丘地域については、現行料金
を据え置きます。
　また、メーター使用料については全地域統一
料金としました。
　改定後の料金については，各表を参考にして
ください。

メーター使用料（全市統一）
口　径 メーター使用料
13 ｍｍ 168 円
20 ｍｍ 336 円
25 ｍｍ 420 円
30 ｍｍ 630 円
40 ｍｍ 1,050 円
50 ｍｍ 2,100 円
75 ｍｍ 3,150 円

100 ｍｍ 4,200 円

新水道料金表（２か月分　税込み）

豆知識！
ミネラルウォーターは 500ml ｍｐ
ペットボトル１本で約 150 円。市の水道水は
１㎥が約 150 円で、2,000 本分です。

ミネラルウォーター
1 本（500ml）

市の水道水
500ml のペット
ボトル 2,000 本
分（１㎥）

例えば
150 円で

５月検針分から
水道料金が変わります

市では、皆さんに安全で安定した安心な水道水を届けるため、

今年５月検針分から水道料金を改定します。

今回は、現在の水道事業の状況、また料金改定に至るまでの経過と

新しい料金体系についてお知らせします。

水道料金・水道使用に関する問い合わせ　水道課庶務担当　☎� 1111　（内線 462・463）

進
む
老
朽
化
…
…

水
道
審
議
会
を
設
置
…
…
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行財政改革
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行財政改革
　

市
で
は
、「
効
率
的
な
財
政
運
営
の
推
進
」
と｢

ス
リ
ム
で
効

率
的
な
行
政
組
織
の
構
築｣

の
た
め
、
平
成
18
年
３
月
に
策
定
し

た
「
第
１
次
山
梨
市
行
財
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
、
行
財
政
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
大
綱
の
策
定
や
行
財
政
改
革
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
行
政
か
ら
の
一
方
通
行
に
な
ら
な
い
よ
う
、
各
部
門
の

有
識
者
で
組
織
さ
れ
て
い
る
「
行
財
政
改
革
諮
問
会
議
」
に
審
議

や
意
見
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

１
月
17
日
、
同
諮
問
会
議
の
芳
賀
和
夫
会
長
か
ら
、
昨
年
11
月

に
市
が
求
め
た
「
19
年
度
上
半
期
分
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
」
の

意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

行
財
政
改
革
諮
問
会
議
が

平
成
19
年
度
上
半
期
の
取
り
組
み
に
対
す
る
意
見
書
を
提
出

　

諮
問
会
議
で
は
、
19
年
度
上
半
期
推
進

計
画
書
の
取
組
状
況
の
確
認
と
審
議
が
行

な
わ
れ
、「
取
り
組
み
は
概
ね
順
調
に
進

捗
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
具
体
的
な

成
果
が
確
認
で
き
る
項
目
が
少
な
い
」
と

の
指
摘
と
、
併
せ
て
次
の
よ
う
な
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

❖
迅
速
な
取
り
組
み
と
、
数
値
に
よ
る
取

　

組
成
果
の
公
表
を
要
望
す
る
項
目

●
透
明
性
と
公
平
性
の
確
保
を
図
る
入
札

　

制
度
の
検
討

●
年
度
別
目
標
数
値
を
立
て
た
財
政
健
全

　

化
計
画
の
公
表

●
自
立
し
た
行
政
運
営
に
向
け
た
人
材
開

　

発
と
育
成
策
の
醸
成

●
コ
ス
ト
意
識
の
育
成
な
ど
行
政
経
営
を

　

見
据
え
た
職
員
の
意
識
改
革

❖
推
進
計
画
書
基
本
目
標
ご
と
の
個
別
項

　

目
に
対
す
る
意
見

【
基
本
目
標
１
】

　

行
政
評
価
に
よ
る
政
策
形
成
の
確
立

⑴
入
札
、
契
約
事
務
、
納
品
の
電
子
化
を

　

含
め
た
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し

＊
契
約
方
法
（
随
意
契
約
、
指
名
競
争
入

　

札
、一
般
競
争
入
札
）
の
法
的
根
拠
や
、

　

市
の
方
針
な
ど
を
市
民
に
示
し
、
入
札

　

の
透
明
性
を
図
る
。

＊
現
状
の
入
札
方
法
に
つ
い
て
、
行
財
政

　

改
革
の
取
り
組
み
と
し
て
、
改
善
に
向

　

け
た
検
討
を
進
め
て
い
く
。

⑵
第
三
セ
ク
タ
ー
※ 1

な
ど
の
見
直
し

＊
「
㈲
み
と
み
」
ほ
か
４
会
社
お
よ
び
土

　

地
開
発
公
社
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
経

　

営
内
容
に
つ
い
て
専
門
家
に
よ
る
経
営

　

診
断
を
行
な
っ
た
う
え
で
、
経
営
改
善

　

策
を
検
討
す
る
。

⑶
イ
ベ
ン
ト
の
整
理
統
合

＊
先
進
事
例
を
参
考
に
、
笛
吹
川
フ
ル
ー

　

ツ
公
園
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
活
性

　

化
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

＊
地
域
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

　

地
元
の
自
助
努
力
を
促
し
、
当
面
は
人

　

材
支
援
、
事
務
補
助
な
ど
を
中
心
に
援

　

助
を
行
な
う
。

⑷
職
員
提
案
制
度
の
確
立

＊
行
政
効
率
を
高
め
る
た
め
、
民
間
で
導

　

入
さ
れ
て
い
る
行
政
経
営
全
体
の
質
の

　

向
上
管
理
運
動
を
参
考
に
し
た
職
員
提

　

案
制
度
の
活
用
を
検
討
す
る
。

【
基
本
目
標
２
】

　

効
率
的
な
財
政
運
営
の
確
立　

⑴
財
政
悪
化
の
防
止

＊
市
の
財
政
状
況
を
年
度
ご
と
に
数
値
化

　

し
て
、
市
民
に
公
表
し
て
い
く
。

＊
監
査
制
度
に
つ
い
て
も
、
適
正
な
会
計

　

処
理
の
観
点
だ
け
で
な
く
、
経
費
節
減

　

に
つ
な
が
る
監
査
を
期
待
す
る
。ま
た
、

　

業
務
監
査
の
実
施
や
監
査
委
員
会
条
例

　

の
見
直
し
も
研
究
す
る
。

＊
細
部
に
わ
た
っ
て
、
起
債
（
国
な
ど
か

　

ら
借
り
入
れ
た
お
金
）
償
還
計
画
を
立

　

て
、
市
民
に
広
く
情
報
開
示
す
る
。

＊
バ
ブ
ル
期
に
お
け
る
財
政
負
担
と
な
っ

　

て
い
る
財
産
を
整
理
す
る
。　

⑵
企
業
会
計
手
法
の
導
入

＊
経
営
的
感
覚
で
の
行
政
運
営
に
お
い
て

　

は
、
企
業
会
計
手
法
に
お
け
る
経
営
分

　

析
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
今
後
も
、

　

国
の
研
究
会
へ
積
極
的
に
参
加
し
、
研

　

究
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

⑶
企
業
誘
致
の
推
進

＊
今
後
設
置
す
る
「
山
梨
市
企
業
立
地
推

　

進
研
究
会
」
の
提
言
を
踏
ま
え
、
市
民

　

所
得
の
向
上
、
勤
労
者
住
宅
の
建
設
な

　

ど
将
来
的
な
人
口
増
に
つ
な
が
る
産
業

　

活
性
化
策
を
強
力
に
進
め
て
い
く
。

＊
県
の
推
進
方
法
を
参
考
に
す
る
の
で
な

　

く
、
現
状
の
条
例
な
ど
の
見
直
し
を
行

　

な
い
、
市
独
自
の
企
業
立
地
お
よ
び
誘

　

致
制
度
を
構
築
し
て
い
く
。

＊
企
業
誘
致
の
絶
対
条
件
と
な
っ
て
い
る

　

人
材
の
確
保
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
検

　

討
し
て
い
く
。

＊
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
に
あ
っ
た
企
業

　

の
立
地
も
検
討
し
て
い
く
。

⑷
有
料
広
告
の
掲
載

＊
市
の
収
入
確
保
に
貢
献
す
る
だ
け
で
な

　

く
、
施
設
命
名
権
や
広
報
・
宣
伝
の
場

　

を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
掲
載
企
業

　

の
育
成
に
も
繋
が
る
。
実
施
方
法
を
検

　

討
し
、
早
急
に
取
り
組
む
。

⑸
各
種
補
助
金
の
見
直
し

＊
歳
出
の
削
減
は
必
要
で
あ
る
が
、
補
助

　

金
に
つ
い
て
は
、
目
的
の
マ
ン
ネ
リ
化

　

を
排
除
す
る
た
め
、
補
助
金
が
目
的
を

　

達
成
す
る
有
効
な
手
段
と
な
っ
て
い
る

　

か
を
調
査
す
る
。
ま
た
、
必
要
が
あ
る

　

も
の
に
つ
い
て
は
監
査
の
対
象
と
す
る

　

こ
と
も
検
討
す
る
。

⑹
未
利
用
土
地
な
ど
の
処
分

＊
財
政
再
建
の
一
助
と
し
て
、
市
有
財
産

　

の
売
却
も
検
討
す
る
。　

⑺
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
※ 2

の
導
入

＊
必
ず
し
も
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
る
事

　

業
で
は
な
い
。
逆
に
費
用
が
高
く
な
る

　

こ
と
も
あ
る
の
で
、
事
業
の
内
容
を
十

　

分
研
究
し
て
お
く
。

⑻
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

＊
制
度
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
住
民
福
祉

　

の
維
持
・
向
上
を
基
本
と
す
る
。
ま
た
、

　

施
設
の
性
格
を
十
分
考
慮
し
、
市
民
負
担

　

の
適
正
化
を
図
る
た
め
に
も
、
指
定
管
理

　

者
の
経
営
状
況
に
対
す
る
外
部
監
査
や

　

情
報
公
開
の
義
務
付
け
を
検
討
す
る
。

【
基
本
目
標
３
】　

職
員
の
改
革

⑴
人
材
の
育
成

＊
職
員
の
資
質
向
上
を
図
り
、
有
能
な
人

　

材
育
成
に
努
め
る
。

⑵
専
門
職
の
確
立

＊
民
間
で
は
専
門
職
の
必
要
性
が
極
め
て

　

高
い
。
配
置
が
必
要
な
部
署
に
は
、
導

　

入
す
べ
き
で
あ
る
。

⑶
職
員
研
修
の
充
実

＊
研
修
へ
の
参
加
に
よ
り
、
職
員
の
能
力

　

向
上
を
図
っ
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ

　

る
。
ま
た
、
研
修
成
果
と
し
て
の
業
務

　

実
績
を
、
給
与
、
昇
任
面
に
反
映
さ
せ

　

て
い
く
こ
と
を
検
討
す
る
。

⑷
課
長
昇
任
制
度
の
導
入

＊
民
間
の
導
入
例
で
も
組
織
に
弊
害
が
現

　

れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
制
度
を
十
分

　

検
討
し
導
入
を
図
る
。

⑸
人
事
評
価
制
度
の
確
立

＊
客
観
的
判
断
が
で
き
る
よ
う
な
新
た
な

　

職
員
同
士
の
内
部
評
価
制
度
を
検
討
す

　

る
。　
　
　

＊
い
つ
で
も
変
更
で
き
る
よ
う
柔
軟
な
制

　

度
に
し
て
い
く
。　

【
基
本
目
標
４
】　

市
民
と
の
協
働

⑴
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
ま
ち
づ
く
り

　

懇
話
会
）
の
開
催

＊
合
併
後
の
新
市
に
お
い
て
は
重
要
な
機

　

会
で
あ
る
。
地
域
の
課
題
、
要
望
だ
け

　

に
と
ら
わ
れ
ず
、
全
市
的
な
課
題
を
取

　

り
上
げ
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

＊
テ
ー
マ
を
絞
っ
て
意
見
を
出
し
合
う
こ

　

と
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。

＊
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
が
出
席
で
き
る

　

方
法
を
検
討
す
る
。

　

⑵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
再
構
築

＊
外
部
委
託
す
る
場
合
は
、
民
間
委
託
だ

　

け
で
な
く
、
大
学
と
連
携
し
、
学
生
の

　

知
識
を
活
用
す
る
こ
と
も
検
討
す
る
。

⑶
市
民
活
動
組
織
の
育
成

＊
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
に
、
協
働
の
取
り
組

　

み
が
可
能
な
事
務
事
業
を
示
し
、
情
報

　

交
換
を
行
な
い
な
が
ら
、
具
体
的
な
協

　

働
事
業
を
進
め
て
い
く
。

❖
今
後
の
取
り
組
み
に
対
す
る
意
見　
　

　

行
財
政
改
革
を
進
め
て
い
く
た
め
に

は
、
行
政
、
市
民
、
議
会
が
同
じ
レ
ベ
ル

で
危
機
感
を
持
ち
、
共
通
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
改
革
の
効
果
が
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
効
率
的
な
財
政
運

営
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

市
で
は
、
こ
の
意
見
書
の
内
容
を
十
分

検
討
し
、
よ
り
一
層
の
行
財
政
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

総
合
政
策
課
政
策
推
進
担
当

　

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
２
３
３
）

※
１　

第
三
セ
ク
タ
ー

　

国
や
地
方
公
共
団
体
と
民
間
が
合
同
で

　

出
資
・
経
営
す
る
企
業

※
２　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

　

公
共
施
設
な
ど
の
建
設
、
維
持
管
理
、

　

運
営
な
ど
を
民
間
の
資
金
、
経
営
能
力

　

お
よ
び
技
術
的
能
力
を
活
用
し
て
行
な

　

う
新
し
い
手
法
。

タウンミーティング 鼓川温泉灯
とうろう

篭まつり
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国民健康保険 み ん な の 国 保
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国民健康保険
　

４
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
る
各
証
を
３

月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
各
ご
家
庭
に

配・

・

・

・

・

・

達
記
録
郵
便
で
郵
送
し
ま
す
（
被
用
者

保
険
に
加
入
中
の
子
ど
も
の
受
給
資
格
証

は
、
普
通
郵
便
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）。

　

返
信
用
封
筒
は
同
封
し
ま
せ
ん
の
で
、

現
在
使
用
し
て
い
る
各
証
（
平
成
20
年
３

月
31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
る
証
）
は
市

役
所
に
返
し
て
い
た
だ
く
か
、
ご
自
分
で

破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

●
保
険
証
な
ど
の
内
容
確
認
を

　

新
し
い
保
険
証
を
受
け
取
っ
た
ら
、
ま

ず
、
住
所
、
氏
名
な
ど
の
記
載
内
容
の
確

認
を
し
て
く
だ
さ
い
。
内
容
が
違
っ
た
り

変
更
が
あ
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
保
険
証

を
持
っ
て
市
役
所
国
民
健
康
保
険
担
当
窓

口
で
修
正
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
無
断
で
訂
正
す
る
と
保
険
証
は
無
効
に

　

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
就
学
の
た
め
転
出
す
る
場
合

　

就
学
の
た
め
転
出
す
る
場
合
は
市
役
所

へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。
在
学
証
明
書
と

保
険
証
を
持
っ
て
市
役
所
国
民
健
康
保
険

担
当
窓
口
で
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届

出
が
な
い
場
合
は
、
保
険
証
が
使
え
な
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
就
学
を
終
え
た
ら
そ

の
旨
の
届
出
も
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

　　
☆
70
歳
か
ら
74
歳
の
窓
口
負
担
が

　

据
え
置
か
れ
ま
す
。

　

(

現
在
窓
口
負
担
が
１
割
の
人)

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
平
成
21
年
３
月
ま

で
の
１
年
間
窓
口
負
担
が
、
１
割
に
据
え

置
か
れ
ま
す
。

＊
昨
年
の
制
度
改
正
で
は
、
70
歳
～
74
歳

　

の
人
の
窓
口
負
担
に
つ
い
て
は
、
平
成

　

20
年
４
月
か
ら
１
割
負
担
の
人
が
２
割

　

負
担
に
見
直
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
ま
し

　

た
が
、
１
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

＊
す
で
に
３
割
負
担
を
し
て
い
る
人
、
後

　

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
該
当
と
な
る
人

　

は
除
き
ま
す
。

☆
退
職
者
医
療
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。

　

次
の
二
つ
の
要
件
を
満
た
す
人
は
、
退

職
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
証
か
ら
一
般

の
被
保
険
者
証
に
変
わ
り
ま
す
。

◆
対
象
者

＊
現
在
退
職
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
証

　

を
持
っ
て
い
る
人

＊
65
歳
以
上
の
人

　
　
（
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
）

☆
乳
幼
児
の
２
割
負
担
が

　

拡
大
さ
れ
ま
す
。

※
平
成
20
年
４
月
診
療
か
ら
、
乳
幼
児
医

　

療
費
助
成
制
度
の
県
内
医
療
機
関
で
の

　

窓
口
無
料
化
が
始
ま
り
ま
す
。
詳
細
は

　

広
報
２
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
平
成
20
年
３
月
診
療
ま
で

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

➡

●
平
成
20
年
４
月
診
療
か
ら

０歳～３歳未満
２割負担

３歳以上
　　～未就学児
３割負担

０
歳
～
未
就
学
児

２
割
負
担

４
月
か
ら

後
期
高
齢
者

医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す

◆
対
象
者

　

75
歳
以
上
全
員
（
65
歳
以
上
で
一
定
の

障
害
の
あ
る
人
を
含
む
）

　　

こ
れ
ま
で
は
、
国
民
健
康
保
険
や
健
康

保
険
組
合
な
ど
の
医
療
保
険
制
度
に
加
入

し
な
が
ら
「
老
人
保
健
制
度
」
で
医
療
を

受
け
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
20
年
４
月
か

ら
は
、
こ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
医
療
保

険
制
度
を
抜
け
て
、「
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
」
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
に

　

つ
い
て

　

４
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
る
保
険
証

を
、
３
月
下
旬
ま
で
に
各
家
庭
に
配
達
記

4

4

4

録
郵
便

4

4

4

で
郵
送
し
ま
す
。
個
人
ご
と
に
国

後期高齢者医療制度の被保険者

75歳以上のすべての人

一定の障害のある65歳以上の人
（新たに加入される人は申請が必要です。
　申請により撤回することもできます。）
●一定の障害がある人とは
1身体障害者手帳 1 級、2 級、3 級、4 級の一部
※ 4 級の一部とは身体障害者手帳の障害者名欄に
　次のいずれかの障害が記入されている人です。
　　①音声、言語機能の著しい障害
　　②両下肢のすべての指を欠く 1 号
　　③一下肢の下腿 1/2 以上を欠く者
　　④一下肢の機能の著しい障害３号、4 号
2療育手帳Ａ１、Ａ２
3国民年金などの障害年金 1 級、2 級
4障害者手帳（精神）1 級、2 級

4月 1日からは
必ず
新
・ ・ ・ ・ ・ ・

しい保険証を
使用してください

●
平
成
20
年
３
月
診
療
ま
で

　
　
　
　

➡

●
平
成
20
年
４
月
診
療
か
ら

退
職
者

医
療
制
度
の
保
険
証

一
般
の
保
険
証

【問い合わせ】
市民課国民健康保険担当
☎� 1111（内線 148）

【後期高齢者医療の財源】

＋
10%

約 40%約 50%
公費（税金）

後期高齢者
支援金

（若年者の保険料）

国：都道府県：市町村

４：１：１

75歳以上の
人の保険料

患者が
医療機関で
支払う
窓口負担

（１～３割）

※
退
職
被
扶
養
者
の
人

　

も
同
様
に
変
わ
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
の

「
被
保
険
者
証
」「
国
保
高
齢
受
給

者
証
」「
乳
幼
児
医
療
費
助
成
金

受
給
資
格
証
」
は
、
３
月
31
日
で

有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

平
成
20
年
４
月
か
ら
の

制
度
改
正

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
と
は
別
に
郵

送
し
ま
す
。

例
夫
76
歳
、
妻
80
歳
の
二
人
世
帯
の
場
合

　

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
が

　

別
々
に
郵
送
さ
れ
ま
す
（
２
通
郵
送
さ

　

れ
ま
す
）。

　

現
在
使
用
し
て
い
る
老
人
保
健
法
の
医

療
受
給
者
証
（
白
色
）
は
市
役
所
に
返
し

い
た
だ
く
か
、
ご
自
分
で
破
棄
し
て
く
だ

さ
い
（
４
月
以
降
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
）。

●
保
険
料
の
特
別
徴
収
に
つ
い
て　
　
　

　
　
　
　
（
20
年
４
月
か
ら
）

　

特
別
徴
収
と
は
、
介
護
保
険
料
と
同
様

に
年
金
か
ら
の
天
引
き
で
後
期
高
齢
者
医

療
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
す
。

　

次
に
該
当
す
る
人
は
、
特
別
徴
収
に
よ

り
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

◦
受
給
し
て
い
る
年
金
額
が
年
額
18
万
円

　

以
上
の
人

◦
介
護
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の

　

保
険
料
の
合
算
額
が
、
年
金
受
給
額
の

　

１
／
２
を
超
え
な
い
人

注
た
だ
し
、
事
情
に
よ
り
４
月
か
ら
特
別

　

徴
収
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

特
別
徴
収
に
な
ら
な
い
人
は
普
通
徴
収

　

に
よ
る
納
付
方
法
に
な
り
ま
す
。

　

特
別
徴
収
と
な
る
人
に
は
、
４
月
上
旬

　

に
決
定
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
詳
し

い
こ
と
は
、
広
報
２
月
号
と
一
緒
に
全
戸
配

布
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
社
会
の
み
ん
な
で
後
期
高
齢
者

　

医
療
制
度
を
支
え
て
い
ま
す
★

　

75
歳
以
上
の
み
な
さ
ん
が
納
め
る
保
険

料
は
、
国
や
自
治
体
の
負
担
金
な
ど
と
と

も
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
健
全
に

運
営
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

★
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
？

　

災
害
な
ど
、
特
別
な
事
情
が
な
い
の
に

保
険
料
の
滞
納
が
続
く
場
合
、
有
効
期
限

の
短
い
被
保
険
者
証
が
発
行
さ
れ
た
り
給

付
が
一
時
差
し
止
め
に
な
っ
た
り
す
る
な

ど
の
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。
保
険
料
は
必

ず
納
め
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
民
課
国
民
健
康
保
険
担
当

　

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
１
４
８
）



広報やまなし2008.3-20

み ん な の 国 保

  広報やまなし2008.3-21

�
健
康
診
査
の
実
施
主
体
が
、
市
か
ら
各

　

医
療
保
険
者
に
変
わ
り
ま
す
。

�
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
に
、
メ

　

タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
に
着
目
し
た
健
康

　

診
査
項
目
に
な
り
ま
す
。

�
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
か
ら

　

74
歳
ま
で
の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

�
健
康
診
査
結
果
に
応
じ
て
、
本
人
に
適

　

し
た
保
健
指
導
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　

近
年
、
運
動
不
足
や
食
生
活
の
変
化
な

ど
か
ら
、
生
活
習
慣
病
で
あ
る
心
臓
病
や

脳
卒
中
、糖
尿
病
な
ど
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
病
気
は
、
寝
た
き
り
や
障
害
の

原
因
に
な
る
な
ど
、
生
活
に
不
自
由
を
も

た
ら
し
た
り
死
亡
の
原
因
の
大
半
を
占
め

て
い
た
り
し
ま
す
。

　

ま
た
生
活
習
慣
病
の
増
加
が
、
医
療
費

の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
医
療
費

の
増
加
を
食
い
止
め
る
た
め
に
も
、
生
活

習
慣
病
の
予
防
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
に
よ
り
、
平
成
20
年
４

月
か
ら
、
高
齢
者
医
療
確
保
法
に
も
と
づ

き
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
、
40
歳
か

ら
74
歳
の
人
を
対
象
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

症
候
群
に
着
目
し
た
健
康
診
査(

特
定
健

康
診
査･

特
定
保
健
指
導)

が
行
な
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

従
来
は
市
が
成
人
健
康
診
査
の
循
環
器

基
本
健
診(

身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
尿

検
査
、
血
液
検
査
な
ど)

を
行
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
健
診
の

実
施
主
体
は
、
各
医
療
保
険
者
（
健
康
保

険
組
合
・
政
府
管
掌
健
康
保
険
・
共
済
組

合
・
市
町
村
国
民
健
康
保
険
・
国
民
健
康

保
険
組
合
な
ど
）
に
義
務
づ
け
ら
れ
、
健

診
を
活
用
し
た
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る

役
割
を
医
療
保
険
者
が
担
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

❖
特
定
健
康
診
査
が
受
け
ら
れ
る
人

◆
40
～
74
歳
の
人

　

●
社
会
保
険
加
入
者
、
社
会
保
険
加
入

　
　

者
の
被
扶
養
者(

扶
養
家
族)

　
　

健
康
診
査
の
お
知
ら
せ
や
受
診
場
所

　
　

は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
の

　
　

担
当
部
署
か
ら
の
案
内
や
通
知
で
確

　
　

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

●
山
梨
市
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者　

　
　

市
の
市
民
課
国
民
健
康
保
険
担
当
か

　
　

ら
受
診
券
な
ど
を
郵
送
し
ま
す
。

平成19年３月
までの健康診査
（実施主体：市）

平成 20 年４月からの健康診査

40 歳から 74 歳 75 歳から

国民健康保険の人 社会保険の人

実施主体：
山梨市国民健康保険
　
山梨市国民健康保険
特定健康診査

（項目に一部変更はあ
りますが、従来の市の
健康診査と同じ方法で
実施します）

実施主体：健康保険
組合､ 政府管掌健康
保険､ 共済組合など
の各医療保険者　　
会社や健康保険組合
で行なう特定健康診
査（扶養家族の健康
診査も社会保険が実
施主体になります）

山梨市
後期高齢者
健康診査

（項目に一部変更
はありますが、従
来の市の健康診査
と同じ方法で実施
します）

特定健康診査以外の項目（がん検診 ･歯周疾患検診 ･骨粗鬆症検診）
実施主体：市　従来と同じ方法で受診できます

循環器基本
健康診査

 身体計測
 診察
 血圧測定
 血液検査など

がん検診
歯
ししゅうしっかん

周疾患検診
骨
こつそしょうしょう

粗鬆症検診

市
の
成
人
健
康
診
査

特定健康診査項目
（循環器基本健康診査）

【問い合わせ】	保健課保健指導担当	 ☎� 1111（内線 414 ～ 416）
	 市民課国民健康保険担当	 ☎� 1111（内線 146、148）	

４
月
か
ら

成
人
健
康
診
査
の

し
く
み
が
変
わ
り
ま
す
！

　

◦
身
体
計
測　

　
　
（
身
長･

体
重
・
腹
囲
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）

　

◦
診
察

　

◦
血
圧
測
定

　

◦
血
液
検
査　
（
脂
質
・
肝
機
能
・
代
謝
）

　

◦
尿
検
査
（
尿
糖
・
蛋た

ん
ぱ
く白

）

❖
特
定
健
康
診
査
以
外
の
検
診

　
　
（
今
ま
で
ど
お
り
市
で
実
施
）

　

◦
が
ん
検
診　

　
　

胃
が
ん
、
肺
が
ん
、
腹
部
が
ん
、　

　
　

大
腸
が
ん
、
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん

　

◦
骨こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う

粗
鬆
症
検
診

　

◦
歯し
し
ゅ
う
し
っ
か
ん

周
疾
患
検
診

❖
生
活
機
能
評
価

　

65
歳
以
上
の
人
に
は
、
生
活
機
能
の
低

下
を
早
期
に
発
見
し
、
要
介
護
状
態
に
な

る
こ
と
を
予
防
す
る
た
め
、
生
活
機
能
評

価
（
問
診
票
な
ど
）
を
行
な
い
ま
す
。

◆
75
歳
以
上
の
人

　

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者　

　
　

後
期
高
齢
者
健
診
と
し
て
、
市
で
行

　
　

な
う
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

　
　

す
。

❖
特
定
健
康
診
査
の
項
目

　
　
　
（
各
医
療
保
険
者
が
実
施
）　

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の
予
防
に
し

ぼ
っ
た
検
査
項
目
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
成
人
健
診
の
基
本
健
診
と
は
項
目
が

変
わ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

市民憲章
　市民憲章とは、住みよいまちづくりのための理念や、市民のあるべ
き姿などを分かりやすく明示したもので、市民、企業、行政などあら
ゆる主体の行動の原点、規範となるべきものです。市民の共通認識と
して地域に根付かせ、後世に継承していくことを目的として制定され
ます。市では、この「市民憲章」の制定に際し、市民憲章の起草内容
について審議していただく「山梨市市民憲章起草委員会」委員を募集
します。

対　　象　市内在住で平成 19年４月１日現在、年齢 18歳以上の人
募集人数　３人
応募方法　応募用紙を次の①または②から選択してください。選択し
　　　　　た用紙に必要事項を記入および小論文を作成し、総合政策
　　　　　課まで直接お持ちいただくか、郵便で送ってください。
　　（１）応募用紙　
　　　　①市ホームページから応募用紙をダウンロードする場合
　　　　　　プリントアウトした用紙に必要事項を記入の上、小論文
　　　　　　を作成してください。
　　　　②市販のレポート用紙を使用する場合
　　　　　　Ａ４サイズのレポート用紙（横書き）に「氏名・生年月日・
　　　　　　年齢（平成 19年４月１日現在）・住所・性別・電話番号・
　　　　　　職業」を記入のうえ、小論文を作成してください。
　　（２）小論文
　　　　次のテーマで 800字程度のものを作成してください。
　　　　テーマ　「私が考える山梨市の将来について」
　　（３） 選考結果
　　　　決定後、応募者本人へ通知します。
応募期間　3月 1日㈯～ 14日㈮（郵送の場合は 3月 14日消印有効）
任　　期　概ね平成 20年 4月から同年 9月まで。
そ の 他 　起草委員会の開催回数は、5回程度を予定しています。

【申込・問い合わせ】
　〒405-8501（住所不要）　山梨市役所
　総合政策課政策推進担当☎� 1111（内線 233、234）
　sogoseisaku@city.yamanashi.lg.jp

起
草
委
員
を
募
集
し
ま
す
！

Ｊジ
ェ
イア
ラ
ー
ト
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

◆
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
）

　

シ
ス
テ
ム
と
は
？

　
　

緊
急
地
震
速
報
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発

　

射
情
報
な
ど
、
対
処
に
時
間
的
余
裕
が

　

な
い
事
態
に
関
す
る
緊
急
情
報
を
、
市

　

の
防
災
行
政
無
線
を
通
じ
て
市
民
の
皆

　

さ
ん
に
お
伝
え
す
る
も
の
で
す
。

◆
伝
達
方
法
は
？

　
　

国
民
保
護
法
で
定
め
ら
れ
た
サ
イ
レ

　

ン
音
「
緊
急
地
震
速
報
の
報
知
音
（
Ｎ

　

Ｈ
Ｋ
が
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
使
用
す
る

　

チ
ャ
イ
ム
音
）」
と｢

大お
お
じ
し
ん

地
震
で
す｣

　

と
い
う
音
声
な
ど
で
お
伝
え
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
現
在
、
同
シ
ス
テ
ム
の
設
置

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
４
月
号

の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
行
政
防
災
防
犯
担
当

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
２
２
７
）

日
程
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

広
報
４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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市政の動き2008

　

♥♥♥善意をありがとう♥♥♥
▼社会福祉資金として

　丸山　徳昭様（大工）……………100,000 円

　窪川　時子様（小原東）…………200,000 円

▼市営温泉「みとみ笛吹の湯」へ

　羽根　久義様（牧丘町千野々宮）

　　…………………… 壁掛時計、照明器具一式

福
第
一
回
障
害
者
自
立
支
援

協
議
会
を
開
催

中村市長の話を聴く研究会委員。

道
新
山
梨
環
状
道
路
の
早
期

事
業
化
に
向
け
要
望
活
動

　

市
は
、
１
月
22
日
、
老
人
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、第
一
回「
山

梨
市
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
障
害
者
（
障
害

児
）
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
支
援
体
制
を
確
立
す
る
た
め
に
設

置
し
た
も
の
で
、
障
害
者
自
立
支
援

法
に
基
づ
き
市
が
実
施
す
る
相
談
支

援
事
業
や
福
祉
施
策
に
関
し
て
協

議
を
行
な
い
ま
す
。
委
員
に
は
、
福

祉
関
係
事
業
者
、
医
療
機
関
代
表
者
、

当
事
者
な
ど
15
人
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
ま
ず
担
当
職
員
が
会

の
設
置
要
綱
を
説
明
、
続
い
て
役
員

選
出
が
行
な
わ
れ
、
委
員
長
に
前
島

一
彦
さ
ん
、
副
委
員
長
に
手
塚
信
男

さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
事
に
入
り
、
委
員
は

担
当
職
員
か
ら
自
立
支
援
協
議
会
の

役
割
に
つ
い
て
の
説
明
や
昨
年
４
月

に
開
設
し
た
相
談
支
援
事
業
の
実
績

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
後
、
寄
せ

ら
れ
た
相
談
内
容
な
ど
に
対
し
て
適

切
な
対
応
が
で
き
て
い
る
か
確
認
を

行
な
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
の
関

係
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な

ど
、
会
の
役
割
に
つ
い
て
協
議
。
会

議
終
了
後
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
中
に

設
け
ら
れ
た
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

の
設
置
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

市
は
、「
人
権
を
尊
重
し
自
立
と
参

加
を
支
え
あ
う
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
地
域
と
行

政
が
協
働
し
、
一
人
一
人
が
支
え
あ

う
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
共
通
の
目
的

や
情
報
の
共
有
・
協
働
を
通
し
て
、

地
域
の
関
係
者
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
作
ら
れ
る
よ
う
、
継
続
的
な
取

り
組
み
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

●
福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
担
当　

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
１
６
６
）

企
第
一
回
企
業
立
地
推
進

研
究
会
を
開
催

　

市
は
、
１
月
24
日
、
夢
わ
ー
く
山

梨
に
お
い
て
、
第
一
回
「
山
梨
市
企

業
立
地
推
進
研
究
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
の
研
究
会
は
、

●
農
工
団
地
の
活
用
策

●
工
業
用
地
の
確
保
・
企
業
誘
致
優

　

遇
制
度
の
情
報
提
供
・
進
出
企
業

　

の
情
報
収
集
お
よ
び
企
業
立
地
成

　

功
報
酬
制
度

●
企
業
立
地
促
進
条
例
の
新
規
制
定

な
ど
を
検
討
す
る
た
め
に
設
置
し
た

も
の
で
、「
学
識
経
験
者
」「
関
係

機
関
の
代
表
者
」「
農
業
、
工
業
お

よ
び
商
業
に
関
係
す
る
団
体
の
代
表

者
」
な
ど
12
人
を
委
員
に
委
嘱
し
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
ま
ず
役
員
選
出
が
行

な
わ
れ
、委
員
長
に
芳
賀
和
夫
さ
ん
、

副
委
員
長
に
丸
山
孝
雄
さ
ん
が
就
任

し
ま
し
た
。

　

続
い
て
議
事
に
入
り
、
委
員
は
担

当
職
員
か
ら
市
の
企
業
立
地
推
進
要

綱
、
山
梨
県
の
基
本
計
画
、
企
業
誘

致
優
遇
制
度
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
後
、
正
徳
寺
（
５
・
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
）
と
牧
丘
町
倉
科
（
０
・
７

ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
農
工
団
地
を
視
察

し
ま
し
た
。

　

こ
の
農
工
団
地
は
、
農
村
地
域
工

業
等
導
入
促
進
法
第
５
条
第
３
項
第

　

１
月
29
日
、
新
山
梨
環
状
道
路
整

備
促
進
期
成
同
盟
会
他
二
団
体
に
よ

る
要
望
活
動
が
行
な
わ
れ
、
山
梨
市

か
ら
も
小
林
勝
己
副
市
長
と
中
村
一

建
設
課
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

新
山
梨
環
状
道
路
は
、
西
関
東
連
絡

道
路
に
接
続
す
る
主
要
道
路
で
あ
り
、

西
部
区
間
に
つ
い
て
は
平
成
16
年
３

月
に
中
部
横
断
自
動
車
道
を
併
用
す

る
形
で
全
線
が
供
用
さ
れ
、
南
部
区

間
も
20
年
度
に
は
全
線
が
供
用
開
始

の
予
定
で
す
。
ま
た
、
東
部
区
間
に

つ
い
て
は
、22
年
度
の
着
手
を
目
指
し
、

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

残
る
北
部
区
間
に
お
い
て
は
、
平

成
17
年
２
月
に
概
略
計
画
が
公
表
さ

れ
、
環
境
影
響
評
価
と
都
市
計
画
決

定
に
向
け
た
調
査
が
昨
年
９
月
に
終

了
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
要
望
は
、
特
に
北
部
区
間

の
十
分
な
予
算
措
置
と
早
期
事
業
化

に
向
け
関
係
各
省
に
働
き
か
け
る
も

の
で
、
同
盟
会
の
会
長
で
あ
る
宮
島

雅
展
甲
府
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
約

30
人
が
、
県
選
出
の
国
会
議
員
、
国

土
交
通
省
、
財
務
省
、
国
土
交
通
省

関
東
地
方
整
備
局
を
訪
れ
、
要
望
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

●
建
設
課
管
理
担
当

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
２
６
５
）

環
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ミ
ナ
ー
で

市
の
取
り
組
み
を
発
表

　

１
月
29
日
、
関
東
バ
イ
オ
マ
ス
発

見
活
用
協
議
会
主
催
の
「
バ
イ
オ
マ

ス
タ
ウ
ン
構
想
と
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ

る
地
域
活
性
化
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

セ
ミ
ナ
ー
が
山
梨
大
学
総
合
情
報
処

理
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
中
村
市

長
が
山
梨
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
二
部
に
分
か

れ
て
行
な
わ
れ
、
第
一
部
で
は
、
山

梨
大
学
の
鈴
木
嘉
彦
教
授
が
「
山
梨

県
に
お
け
る
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
づ

く
り
の
方
向
性
」
と
題
し
た
基
調
講

演
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
第
二
部
で
は
、
各
種
事
例

報
告
が
行
な
わ
れ
、
山
梨
大
学
岡
田

久
典
准
教
授
が
全
国
の
よ
う
す
を
、

辻
早
川
町
長
と
中
村
市
長
の
二
人
が

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
取
り
組
み
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

中
村
市
長
は
、
市
の
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み
の
紹

介
と
、
廃
食
油
の
収
集
な
ど
バ
イ
オ

マ
ス
の
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
ま
た
「
今
後
も
『
ラ
イ
オ

ン
山
梨
の
森
』
や
『
森
林
セ
ラ
ピ
ー

基
地
』
の
取
り
組
み
と
連
携
し
て
推

進
し
て
い
く
こ
と
で
独
自
性
を
発
揮

し
て
い
き
た
い
」
と
市
の
方
針
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

政
府
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を
最

大
限
に
活
用
し
て
い
く
た
め
、
平
成

14
年
12
月
に
「
バ
イ
オ
マ
ス
・
ニ
ッ

ポ
ン
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
国
家

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
取
組
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
の
策
定
は
、
そ
の
一
つ
と
し
て

推
進
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
県

内
で
は
３
市
町
、
全
国
で
は
１
０
４

市
町
村
が
策
定
・
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
は
地
域
に
よ
っ

て
種
類
が
異
な
り
、
ま
た
広
く
分
散

し
て
い
る
資
源
な
の
で
、
市
町
村
に

よ
る
推
進
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
と
は
…
…

　

地
域
内
で
広
く
関
係
者
と
連
携
し

て
、
バ
イ
オ
マ
ス
（
家
畜
糞
尿
、
食

品
廃
棄
物
、
製
材
残
材
、
林
地
残
材
、

資
源
作
物
な
ど
）
の
発
生
か
ら
利
用

ま
で
が
効
率
的
な
プ
ロ
セ
ス
で
結
ば

れ
た
総
合
的
利
用
シ
ス
テ
ム
が
構
築

さ
れ
、
利
用
が
行
な
わ
れ
て
い
る
、

ま
た
は
今
後
見
込
ま
れ
る
地
域
。

●
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
室

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
２
５
４
）

共
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員

会
が
意
見
書
を
提
出

　

市
は
、
２
月
２
日
、
山
梨
市
男
女

共
同
参
画
推
進
委
員
会
か
ら
市
男
女

共
同
参
画
基
本
計
画
に
基
づ
く
19
年

度
上
半
期
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い

て
の
意
見
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

今
回
提
出
さ
れ
た
意
見
書
に
は
、

広
報
活
動
に
よ
る
男
女
共
同
参
画
の

意
識
啓
発
や
男
女
共
同
参
画
宣
言
都

市
の
検
討
、
農
業
委
員
会
へ
の
女
性

の
登
用
に
つ
い
て
な
ど
、
５
つ
の
基

本
目
標
に
沿
っ
て
、
計
13
項
目
の
意

見
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
意
見
書
の
内
容
を

十
分
尊
重
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

●
総
合
政
策
課
政
策
推
進
担
当

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
２
３
５
）

１
号
の
「
工
業
等
導
入
地
区
」
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
６
月
の
企
業

立
地
促
進
法
の
施
行
を
受
け
、
県
と

28
市
町
村
な
ど
が
設
立
し
た
「
山
梨

県
地
域
産
業
活
性
化
協
議
会
」
で
作

ら
れ
た
基
本
計
画
に
お
い
て
も
、
特

に
企
業
立
地
を
図
る
べ
き
重
点
集
積

区
域
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
研
究
会
で
は
、
今
後
３
つ
の
項

目
を
中
心
に
、
市
内
へ
の
新
規
企
業

誘
致
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

●
商
工
労
政
課
商
工
労
政
担
当　

☎
�
３
１
１
１
（
直
通
）

　

原
油
価
格
の
高
騰
が
市
民
生
活
や

産
業
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
国
は
、
昨
年
12
月

11
日
に
「
原
油
高
騰
・
下
請
中
小
企

業
に
関
す
る
緊
急
対
策
関
係
閣
僚
会

議
」
を
開
催
し
、
６
項
目
か
ら
な
る

「
基
本
方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

市
に
も
、
フ
ル
ー
ツ
山
梨
農
業
協

同
組
合
か
ら
農
業
経
営
安
定
対
策
に

関
す
る
要
請
書
が
提
出
さ
れ
る
な

ど
、
具
体
的
な
対
策
を
求
め
る
要
望

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
市
で

は
、
昨
年
12
月
27
日
に
「
原
油
高
緊

急
対
策
会
議
」
を
開
催
し
、
情
報
の

共
有
を
図
る
と
と
も
に
、
各
課
に
お

け
る
影
響
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
、

具
体
的
な
対
応
策
に
つ
い
て
協
議
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

協
議
の
結
果
、
行
政
内
部
に
お
け

る
取
り
組
み
も
含
め
、
当
面
、
次
の

よ
う
な
対
策
を
と
り
ま
す
。

　

な
お
、
生
活
が
困
難
な
人
な
ど
へ

の
対
策
に
つ
い
て
は
、
相
談
窓
口
を

設
置
し
て
活
用
で
き
る
制
度
の
周
知

な
ど
相
談
業
務
を
行
な
う
と
と
も

に
、
今
後
の
原
油
価
格
の
推
移
、
国
、

県
の
対
応
な
ど
を
注
視
し
な
が
ら
、

研
究
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

【
農
業
者
対
策
】

◆
農
林
漁
業
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

　

資
金
利
用
者
へ
の
利
子
補
給

◦
対
象
貸
付
期
間

　

 

１
月
22
日
～
６
月
30
日

◦
利
子
補
給
率 

　
　

認
定
農
業
者　

年
0.5
％

　
　

そ
の
他
の
農
業
者　

年
0.3
％

◆
山
梨
市
農
業
担
い
手
支
援
資
金

　

利
用
者
へ
の
利
子
補
給
率
拡
充

◦
対
象
貸
付
期
間

　

１
月
22
日
～
６
月
30
日

◦
利
子
補
給
率 

　
　

規
則
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
資
金

　
　

の
利
子
補
給
率
に
年
０
・
25
％

　
　

を
上
乗
せ
す
る
。

　
（
参
考
・
現
行
の
利
子
補
給
率
）

　
　

認
定
農
業
者　

年
０
・
23
％

　
　

農
業
後
継
者
・
新
規
就
農
者 

　
　
　
　
　
　
　

年
０
・
21
％
）

問
農
林
課
農
林
担
当
（
牧
丘
庁
舎
）

　

☎
�
３
１
１
１
（
内
線
１
２
１
）

【
商
工
業
者
対
策
】

◆
山
梨
市
商
工
振
興
資
金
・
商
工
業

　

経
営
近
代
化
資
金
・
商
工
業
後
継

　

者
育
成
資
金
利
子
補
給
率
の
拡
充

◦
対
象
貸
付
期
間

　

１
月
22
日
～
６
月
30
日

◦
利
子
補
給
率

　

規
則
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
各
資
金

　

の
利
子
補
給
率
に
年
０
・
27
％
を

　

上
乗
せ
す
る
。

　
（
参
考
・
現
行
の
利
子
補
給
率
）

　
　

各
資
金
と
も
年
０
・
21
％

問
商
工
労
政
課 

商
工
労
政
担
当

　

☎
�
３
１
１
１

【
原
油
価
格
の
高
騰
に
関
す
る

相
談
窓
口
】

　

市
の
対
策
お
よ
び
活
用
可
能
な
制

度
、
県
の
対
策
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
な
が
ら
相
談
を
行
な
い
ま
す
。

◆
農
業
者
向
け

　

農
林
課　

農
林
担
当

　
　
（
牧
丘
庁
舎
内
）

　

☎
�
３
１
１
１
（
内
線
１
２
１
）

◆
商
工
業
者
向
け

　

商
工
労
政
課　

商
工
労
政
担
当

　
（
夢
わ
ー
く
山
梨
内
）

　

 

☎
�
３
１
１
１

◆
福
祉
関
係

　

福
祉
事
務
所

　

社
会
・
長
寿
福
祉
担
当

　

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
１
６
４
）

◆
市
の
対
策
全
般
に
関
す
る
こ
と

　

総
合
政
策
課　

政
策
推
進
担
当

　

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
２
３
３
）

原
油
価
格
高
騰
に
対
し
、
利
子
補
給
率
の
拡
充
・

相
談
窓
口
の
開
設
な
ど
を
決
定
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2008.1～２
まちのわだい

徳和天神まつり

平成20年山梨市成人式

小学生百人一首大会

まちのわだい

伝統芸能・塩平の獅子舞

文化財消防演習 生涯スポーツフェスティバル

乙女高原フォーラム

自衛隊音楽祭町人貴族

　
　１月 13 日、山梨市民会館において
平成 20 年成人式が行なわれました。
　今年、山梨市で新成人となったのは
492 人。
　鮮やかな晴れ着や真新しいスーツに

身を包んだ新成人の皆さんは、同級生
との久しぶりの再会に歓声を上げ、「今
は何をしているか」など話しが尽きず、
会場は大賑わいとなりました。
　式典では、新成人を代表して土

つちはし

橋
雄一郎さん ( 後屋敷地区 ) が誓いのこ
とばを述べ、塩

しおいりひろなお

入央尚さん ( 加納岩
地区 )、佐野美

み さ き

沙希さん ( 八幡地区 )、
平野あかねさん ( 諏訪地区 ) がそれぞ
れの現状やこれからの生き方などにつ
いて、意見発表を行ないました。
　二十歳を迎えた新成人の皆さんに
は、大人としての義務や責任、家族へ
の感謝など、さまざまな思いがこみ上

げた一日になったのではないでしょう
か。これからのご活躍を期待します。
　

　２月２日、花かげホールにおいて横
須賀海上自衛隊音楽隊による「ふれあ
いコンサート」が開かれました。
　毎年恒例の自衛隊音楽隊によるコン
サートに、今年も会場は満員御礼。老
若男女がプロの演奏を堪能しました。
　第二部では、「千の風になって」の
独唱やユーミンのヒット曲を集めたソ
ングメドレーが大人気。音楽隊の奏で
る演奏を聴きながら、一緒に歌を口ず
さんでいる姿も多く見られました。

　１月 27 日、市民会館において開催
された「第７回乙女高原フォーラム」。
今年は、「乙女高原にも来るよ！海を

　２月２日、山梨市文化協会主催の芸
術鑑賞会「劇団芸術劇場　町人貴族」
が行なわれました。
　ものがたりは、17 世紀のフランス、
貴族にあこがれる商売人のジュルダン
が、何とか貴族に近づこうと孤軍奮闘
するものです。コメディー色も満載の
舞台に、会場を訪れた多くの観客も、
声を出して笑っていました。
　笑いあり、感動ありの舞台に会場か
らは大きな拍手が贈られていました。

　２月 11 日、市民体育館において第
10 回山梨市生涯スポーツフェスティ
バルが行なわれました。
　家族や友だちでチームを作って対戦
するソフトバレーボールには 27 チー
ムが参加。仲良く声をかけ合ってボー
ルを拾う姿が印象的でした。
　また、吹き矢など５種類のニュース
ポーツを体験するコーナーも設けら
れ、多くの人が楽しんでいました。

　１月 27 日、山梨岡神社（石森山）
で文化財防火デーの一環として、消防
演習が行なわれました。地元住民、消
防団、消防署員ら約 200 人が参加。
　本殿からの出火を想定し、通報から
地元住民による初期消火、消防署・消
防団が実際に放水をする一連の訓練を
行ないました。「貴重な文化財を守ろ
う」と参加した人たちの熱意が感じら
れる有意義なものとなりました。

　小正月行事といえば、どんど焼きや獅子舞などがありますが、
牧丘町北原地区に伝わる「塩平の獅子舞」は、市の無
形文化財に指定されていることもあって、アマチュア
カメラマンや観光客がバスで見学に来るほどの大人気。
　今年も伝統芸能を保存する「親郷会」のみなさんが、
１月 14 日の晩、地区の公会堂で「剣の舞」や「御幣の舞」
など古くから伝わる舞を披露しました。
　この日は、「教授から聞いて実際に見たくなりました」と
都内から女子大生が見学に訪れ、会場はひときわにぎやか
な雰囲気に包まれていました。

　１月 27 日、市無形文化財の指定を受けている三
富徳和地区の伝統行事「天神祭り」が盛大に行なわ
れました。
　上組と下組によってそれぞれ作られた色鮮やかな
山
だ し

車と神
み こ し

輿が、着物姿に化粧を施し大きな内輪を
持った男性に先導され、鉦

かね

や太鼓に合わせて地区内
を練り歩きました。子どもたちも顔に化粧を施し、
祭りの法

は っ ぴ

被を着て、大人と一緒に神輿を担いでいま
した。
　山間地域に継承されている伝統行事として広く知
られるようになったこの祭りに、今年も見学ツアー
客やカメラマンなどが大勢訪れ、昔から残る風景を
カメラに収めたり地区住民と一緒に楽しんだりして
いました。

　２月 10 日、山梨市文化協会主催「小
学生百人一首大会」が行なわれました。
　われ先にカルタを取ろうと、上の句
が読まれると必死で下の句を探す子ど
もたちの目は真剣そのもの、上級生に
は歌を丸暗記している子もいて、そん
な上級生に下級生がグループを作って
対抗する場面も見られました。
　みんなで楽しく百人一首をとおして
交流ができたようでした。

誓いの言葉を述べる土橋雄一郎さん

晴れ着に身を包んで
みんなでピース！

すっかりおなじみになった自衛隊音楽隊
公演回数 1,500 回を
超える舞台は
見ごたえがありました

色鮮やかに飾られた山車と神輿で徳和地域を練り歩きました

渡る蝶・アサギマダラ」をテーマに乙
女高原で見られるアサギマダラについ
て名古屋で調査を行なっている近藤記
巳子さんをゲストにお迎えし、実際の
調査方法などのお話を伺いました。
　この蝶は、大規模な移動をするため、
行動範囲や距離を知るためマーキング
調査が各地で行なわれています。乙女
高原代表する蝶でもあるため、乙女高
原ファンクラブから、今年実施予定の

「アサギマダラ調べ隊 2008」の紹介
なども行なわれました。

スライドを使って講演する近藤さん

親郷会のお囃子に乗って、華麗な舞を披露（右）。剣で肩をたた
いてもらうと１年間無病息災でいられるそうです

一斉に放水をする消防団員ら 「はいっ！」と元気な声があがります 大人顔負けのスパイク、それっ！
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山
梨
市
内
で
活
動
す
る

               　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
紹
介
し
ま
す　

シリーズ

Ｖ
ｏ
ｌ
．
８ 

　

山
梨
市
観
光
振
興
会
は
、
主
に
秩
父
多
摩
甲
斐

国
立
公
園
の
自
然
環
境
の
保
全
と
、
観
光
お
よ
び

地
域
の
活
性
化
を
図
る
目
的
で
設
立
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
で
す
。
昨
年
11
月
12
日
に
設
立
し
た
ば
か
り

の
法
人
で
す
が
、
任
意
団
体
の
時
か
ら
三
富
地
域

の
登
山
道
・
散
策
道
の
整
備
、
案
内
標
識
の
設
置

や
清
掃
活
動
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

法
人
設
立
の
経
緯
と
任
意
団
体
で
活
動
し
て
き

た
内
容
、
今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
理
事
長
の

日
原
元
之
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

　
「
三
富
地
域
で
は
、
観
光
協
会
が
主
体
と
な
り

登
山
道
整
備
を
行
な
い
な
が
ら
、
環
境
保
全
や
観

光
振
興
に
努
め
て
き
ま
し
た
。し
か
し
現
在
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
関
係
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
も
高
齢
化
が

進
み
、
積
極
的
に
事
業
を
展
開
し
継
続
し
て
い
く

こ
と
は
、
徐
々
に
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
状
況

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、『
三
富

地
域
を
何
と
か
し
た
い
』
と
地
域
の
活
性
化
を
考

え
る
メ
ン
バ
ー
12
人
が
集
ま
り
、
自
立
し
自
発
的

に
活
動
す
る
組
織
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
を
選
択

し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
任
意
団
体
で
、
乾
徳
山
の
清
掃
活
動

を
行
な
っ
た
と
き
は
、
30
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

協
力
し
く
れ
ま
し
た
。
１
日
で
撤
去
し
た
ゴ
ミ
の

量
は
90
リ
ッ
ト
ル
の
袋
で
60
袋
分
に
も
な
り
、
ゴ

ミ
拾
い
と
い
っ
て
も
重
労
働
で
し
た
。

　

ま
た
、
山
梨
市
で
取
り
組
ん
で
い
る
『
森
林
セ

ラ
ピ
ー
』
に
も
関
係
し
た
活
動
と
し
て
、
山
梨
県

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
県
有
林
の
一
部
を
散
策
道

と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
無
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
、
登
山
道
整
備
や
環
境
保
全
な
ど
の
活

動
を
定
期
的
に
か
つ
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
こ

と
は
非
常
に
難
し
く
、限
界
を
感
じ
て
も
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
法
人
と
し
て
積
極
的

に
実
施
し
て
く
こ
と
を
考
え
る
と
、
法
人
の
運
営

や
活
動
の
た
め
の
資
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ

の
部
分
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
、
収
益
性
の
あ

る
事
業
を
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
登
山
道
を
は
じ
め
と
し
た
整
備

と
自
然
環
境
の
保
全
を
進
め
な
が
ら
、
地
域
が
盛

り
上
が
る
観
光
イ
ベ
ン
ト
、
自
然
を
活
用
し
子
ど

も
や
い
ろ
い
ろ
な
人
を
巻
き
込
ん
だ
楽
し
い
事
業

を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　
「
危
機
感
」
が
人
を
動
か
し
、
地
域
の
活
性
化

に
向
け
て
立
ち
上
が
っ
た
法
人
と
し
て
、
具
体
的

な
活
動
は
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
理
事
長
の
日
原
元

之
さ
ん
の
言
葉
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
へ

の
強
い
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も

地
域
へ
の
愛
着
と
そ
の
熱
意
に
よ
り
、
市
民
が
主

体
と
な
っ
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
「
地
域
の
活
性

化
」
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
積
極
的
な
活
動
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

地域を元気に！挑戦するＮＰＯ法人

　

昨
年
12
月
13
日
、「
夢
わ
ー
く
山
梨
」

に
お
い
て
市
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
交
流
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

日
頃
の
活
動
の
中
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

皆
さ
ん
が
、
運
営
や
協
働
に
つ
い
て
感
じ

て
い
る
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
意
見
と
し
て
出

さ
れ
ま
し
た
。

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
一
番
難
し
い
と
こ
ろ
は
、

　
「
法
人
」
が
付
い
て
い
る
の
で
「
会
社
」

　
「
組
織
」
と
し
て
運
営
し
て
い
か
な
け

　

れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
基
本

　

的
に
は
、
自
分
達
が
行
な
う
事
業
の
中

　

で
収
益
を
あ
げ
、
活
動
に
生
か
す
体
質

　

づ
く
り
が
必
要
だ
と
思
う
。

●
任
意
団
体
時
よ
り
も
、
法
人
格
を
持
つ

　

と
補
助
や
助
成
の
対
象
と
な
り
や
す
い
、

　

受
け
や
す
い
と
い
う
面
は
あ
る
と
思
う
。

　

特
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
経
営
基
盤
の
底
上

　

げ
と
い
う
面
で
、
補
助
金
や
助
成
金
は

　

必
要
だ
と
は
思
う
が
、
補
助
を
中
心
に

　

事
業
を
組
み
立
て
、
そ
れ
に
頼
り
き
り

　

で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
継
続
し
た
運

　

営
は
難
し
く
、成
り
立
た
な
い
と
思
う
。

●
運
営
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
法
人
は
行

　

政
だ
け
で
は
な
く
、
企
業
や
地
域
（
地

　

元
）
と
も
協
力
・
連
携
を
し
な
が
ら
、

　

事
業
規
模
と
組
織
体
制
と
の
バ
ラ
ン
ス

　

を
と
っ
た
収
益
性
の
高
い
事
業
を
行
な

　

っ
て
い
る
。

　
　

そ
の
よ
う
な
事
業
を
行
な
う
た
め
に

　

は
、
法
人
運
営
を
う
ま
く
マ
ネ
ー
ジ
メ

　

ト
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
（
人
）
が
法
人
組

　

織
内
に
必
要
だ
と
思
う
。

●
最
近
は
ど
こ
の
企
業
も
、
社
会
貢
献
な

　

ど
参
画
型
の
社
会
を
目
指
し
、
ま
た
行

　

政
側
も
「
協
働
」
と
い
う
形
で
「
ま
ち

　

づ
く
り
」
を
進
め
て
い
る
。

　
　

そ
う
い
う
現
状
の
中
で
、
補
助
金
や

　

助
成
金
を
行
政
が
出
す
だ
け
が「
協
働
」

　

で
は
な
い
。

　
　

今
後
、
こ
う
い
っ
た
意
見
交
換
を
行

　

な
う
こ
と
で
協
力
・
連
携
を
深
め
「
協

　

働
」
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
て
い
く
こ
と

　

が
で
き
る
と
思
う
。

●
ス
ポ
ー
ツ
、
地
域
活
性
化
、
環
境
、
芸

　

術
な
ど
、
各
法
人
は
専
門
分
野
が
違
っ

　

て
い
て
も
、
目
的
や
実
際
の
活
動
内
容

　

に
、
い
く
つ
も
の
共
通
点
が
あ
る
。

　
　

し
た
が
っ
て
、
一
つ
の
事
業
や
活
動

　

を
行
な
う
上
で
、
お
互
い
の
共
通
す
る

　

部
分
を
生
か
し
、
持
ち
併
せ
て
い
な
い

　

部
分
を
補
完
し
な
が
ら
連
携
し
、
複
数

　

の
市
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
、
ま
と
ま
っ
た

　

活
動
を
展
開
す
る
な
ど
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

同
士
の
「
協
働
」
も
行
な
う
こ
と
が
で

　

き
る
と
思
う
。

　

全
国
的
に
「
地
方
の
衰
退
」、「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
崩
壊
」
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
１
つ

の
主
体
「
新
し
い
公
共
」
と
し
て
、ま
た
、

企
業
や
行
政
と
の
「
協
働
」
の
相
手
と
し

て
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
つ
い
て
は
、
今
年
１
月

に
行
な
わ
れ
た
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

で
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て

出
題
さ
れ
る
な
ど
、
社
会
的
に
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
解
決
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
な
が

ら
、
法
人
の
目
的
に
沿
っ
た
事
業
を
展
開

し
、「
ま
ち
づ
く
り
」「
地
域
の
活
性
化
」

に
向
け
た
積
極
的
な
活
動
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
】

　

総
合
政
策
課
政
策
推
進
担
当

　
　

☎
�
１
１
１
１　
（
内
線
２
３
５
）

　　　　
ＮＰＯ法人　　山梨市観光振興会

【活動の目的】
この法人は、市民・団体に対して、環境保全、各種観光イベントに関する事業を行ない、
秩父多摩甲斐国立公園の自然環境の保全や山梨市観光行政、地域の活性化に寄与するこ
とを目的とする。

【活動の種類】 	
　・まちづくりの推進を図る活動
　・環境の保全を図る活動
　・子どもの健全育成を図る活動
　・経済活動の活性化を図る活動

【特定非営利活動に係る事業】 
　①各種観光イベントの企画と事業
　②秩父多摩甲斐国立公園環境保全の為の事業
　③その他目的を達成するために必要な事業

【問い合わせ】
　〒404-0201　
　山梨市三富川浦1449番地

理事長　日原元
も と し

之さん
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Life

<

作
り
方>

①
キ
ャ
ベ
ツ
は
一
口
大
に
切
っ
て
ボ
ウ
ル
に

　

入
れ
、熱
湯
を
ま
わ
し
か
け
、水
気
を
切
っ

　

て
お
く
。

②
豚
肉
は
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
り
、
ネ

　

ギ
は
１
cm
幅
の
斜
め
切
り
に
す
る
。
ピ
ー

　

マ
ン
は
へ
た
と
種
を
取
っ
て
乱
切
り
に
し

　

ニ
ン
ニ
ク
は
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。
Ａ
の

　

調
味
料
は
混
ぜ
合
わ
せ
て
お
く
。

③
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
熱
し
、
肉
を
強
火
で

　

炒
め
、
肉
の
色
が
変
わ
っ
た
ら
豆ト

ウ
バ
ン
ジ
ャ
ン

板
醤
、

　

ニ
ン
ニ
ク
を
加
え
て
炒
め
、
香
り
が
立
っ

　

た
ら
ネ
ギ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ピ
ー
マ
ン
を
加

　

え
て
炒
め
る
。
野
菜
が
少
し
し
ん
な
り
し

　

た
ら
、
Ａ
の
調
味
料
を
加
え
全
体
に
か
ら

　

め
る
よ
う
に
炒
め
る
。

④
盛
り
付
け
て
で
き
あ
が
り
。

　

キ
ャ
ベ
ツ
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊

富
に
含
ま
れ
て
お
り
、
大
き
い
葉
１
枚

で
１
日
の
必
要
量
の
70
％
を
摂
取
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
キ
ャ
ベ
ツ
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

の
ほ
か
ビ
タ
ミ
ン
Ｕ
も
含
ま
れ
、
胃
腸

障
害
に
効
果
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
食
物
繊
維
も
豊
富
に
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

旬
の
キ
ャ
ベ
ツ
で
楽
し
い
食
事
！

■山梨市食育推進計画　
☞http://www.city.yamanashi.yamanashi.jp/
citizen/plan/shokuiku_plan.pdf

毎
月
第
１
日
曜
は
、
家
族
や
仲
間
と

和
や
か
に
食
卓
を
囲
む
日
！

【
今
月
の
お
勧
め
献
立
】　

キ
ャ
ベ
ツ
と
豚
バ
ラ
の
ピ
リ
辛
炒
め

エ ネ ル ギ ー 　211kcal（１ 人 分）

材 料 （４ 人 分）
キ ャ ベ ツ……………… 1/4 個
豚 バ ラ の 薄 切 り 肉	 150 ｇ
ね ぎ… ………………… 1/2 本 　
ピ ー マ ン… …………… ２ 個
ニ ン ニ ク……………… １ 片
豆 板 醤… ……………… 小 さ じ １ と 1/2
油… …………………… 適 量

（Ａ）
み そ… ………………… 大 さ じ ２
酒… …………………… 大 さ じ １
砂 糖… ………………… 小 さ じ １
し ょ う ゆ……………… 小 さ じ １

保健課保健指導担当　☎�1111（内線414、415）
３月は
　２日だよ！

市
役
所
で
は
、
電
話
で
の
還
付
の
連
絡
は
し
て
い
ま
せ
ん
！

税などの還付金を理由とした詐欺に注意
　

市
役
所
税
務
課
職
員
・
税
務
署
員

を
装
っ
て
、
税
金
を
還
付
し
ま
す
と

騙だ
ま

し
、
お
金
を
振
り
込
ま
せ
る
詐
欺

事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
の
時
期
で
す
。
騙
さ
れ

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

犯
人
は
、
市
役
所
税
務
課
職
員
・

税
務
署
員
な
ど
を
装
っ
て
電
話
を
か

け
た
り
、
封
書
を
送
っ
て
、

●
税
金
の
還
付
金
が
あ
る
、
平
成
○

　

年
の
国
民
健
康
保
険
の
還
付
金
が

　

あ
る
な
ど
と
、
払
い
す
ぎ
た
お
金

　

を
還
付
す
る
か
の
よ
う
に
偽
り
ま

　

す↓●
銀
行
や
郵
便
局
な
ど
の
現
金
自
動

　

受
け
払
い
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
の
あ
る

　

場
所
に
携
帯
電
話
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

　

カ
ー
ド
を
持
っ
て
行
く
よ
う
誘
導

　

し
ま
す

●
犯
人
の
指
定
さ
れ
た
電
話
番
号
に

　

電
話
を
す
る
と

●
犯
人
に
指
示
ど
お
り
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
の

　

操
作
を
さ
せ
ら
れ

●
言
葉
巧
み
に
お
金
を
振
り
込
ま
さ

　

れ
ま
す

↓■
■
■　

対
策
は　

■
■
■

●
こ
の
よ
う
な
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
操
作
を

求
め
る
電
話
や
手
紙
は
、「
詐さ

ぎ欺
」

と
考
え
、
相
手
の
言
っ
た
電
話
番
号

や
手
紙
に
書
い
て
あ
る
電
話
番
号
に

は
連
絡
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
な
手
紙
や
電
話
が
あ
っ

た
ら
鵜う

の呑
み
に
せ
ず
、
市
役
所
や
税

務
署
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
日
下
部
警
察
署
に
相
談
す

る
か
、
１
１
０
番
に
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。

※
還
付
金
受
け
取
り
手
続
き
の
た
め

　

に
金
融
機
関
な
ど
の
現
金
自
動
預

　

け
払
い
機
「
Ａ
Ｔ
Ｍ
」
の
操
作
は

　

一
切
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

商
工
労
政
課　

☎
�
３
１
１
１

　

総
務
課　
　
　

☎
�
１
１
１
１　

　
　
　
（
内
線
２
２
７
～
２
２
９
）

　

税
務
課　
　
　

☎
�
１
１
１
１　

　
　
　
（
内
線
１
２
２
・
１
２
３
）

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
や
家
庭
で

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
た
め
に

住み慣れた地域や家庭で、自分らしい健やかな生活を目指して　　❻

　

平
成
20
年
度
交
通
・
火
災
災
害
共
済
の
会
員
を

募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
共
済
制
度
は
、
市
民
が
会
費
を
出
し
合
い

交
通
災
害
ま
た
は
火
災
災
害
に
あ
っ
た
と
き
、
そ

の
被
災
者
や
家
族
に
見
舞
金
を
支
給
す
る
市
民
の

た
め
の
相
互
扶
助
制
度
で
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
交

通
・
火
災
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

〈
組
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
〉

　

区
役
員
（
組
長
・
集
金
者
）
か
ら
申
込
書
が
配

　

布
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
会

　

費
を
添
え
て
区
役
員
（
組
長
・
集
金
者
）
へ
申

　

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
組
に
加
入
し
て
い
な
い
世
帯
〉

　

申
込
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

　

記
入
し
、
会
費
を
添
え
て
直
接
市
役
所
市
民
課

　

ま
た
は
、
各
支
所
住
民
生
活
担
当
へ
申
し
込
ん

　

で
く
だ
さ
い
。

　【
問
い
合
わ
せ
】　　

　

市
民
課
国
民
年
金
担
当　
　

　
　
　

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
１
４
４
、１
４
５
）

　

牧
丘
支
所
住
民
生
活
担
当　

　
　
　

☎
�
３
１
１
１
（
内
線
１
４
５
）

　

三
富
支
所
住
民
生
活
担
当　

　
　
　

☎
�
２
１
２
１
（
内
線
３
１
７
）

　

山
梨
市
で
は
県
の
モ
デ
ル
市
町
村
と
し

て
「
山
梨
県
認
知
症
モ
デ
ル
地
域
支
援
体

制
構
築
推
進
事
業
」
の
取
り
組
み
を
始
め

て
い
ま
す
（
実
施
期
間
は
20
年
度
ま
で
）。

◇
こ
の
事
業
の
目
的
は

 

高
齢
者
が
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
住
み

慣
れ
た
地
域
や
家
庭
に
お
い
て
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
た
め
に
、
認
知
症
の
対
応
【
予

防
・
早
期
発
見
・
適
切
な
介
護
な
ど
】
を

行
な
う
人
材
や
拠
点
な
ど
の「
地
域
資
源
」

を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
お
互
い
に
連
携

し
な
が
ら
認
知
症
高
齢
者
な
ど
に
有
効
な

支
援
を
行
な
う
体
制
を
築
く
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
先
駆
的
に

支
援
体
制
を
築
き
、
県
内
の
他
市
町
村
に

そ
の
成
果
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
山
梨
市
が
そ
の
モ
デ
ル
市
町
村
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◇
取
り
組
む
内
容
は

①
認
知
症
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置

　

認
知
症
に
関
す
る
専
門
的
な
相
談
・
助

　

言
が
で
き
る
者
を
配
置
し
ま
す
。

②
「
認
知
症
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」

　

の
開
催

　

認
知
症
高
齢
者
な
ど
を
支
援
す
る
基
盤

　

と
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
開
催
し
、

　

認
知
症
高
齢
者
に
関
わ
る
各
種
団
体
の

　

代
表
者
な
ど
で
、
認
知
症
に
関
す
る
さ

　

ま
ざ
ま
な
問
題
を
検
討
し
ま
す
。

③
地
域
資
源
マ
ッ
プ
の
作
成

　

認
知
症
や
介
護
予
防
に
関
す
る
「
地
域

　

資
源
」
の
情
報
を
収
集
・
整
理
し
た
「
地

　

域
資
源
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、
皆
さ
ん

　

に
広
く
情
報
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

④
認
知
症
ケ
ア
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト

　

認
知
症
に
関
す
る
相
談
に
対
し
て
、
地

　

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
コ
ー
デ
ィ
ネ

　

ー
タ
ー
と
が
協
力
し
、
地
域
資
源
マ
ッ

　

プ
な
ど
を
活
用
し
て
、
必
要
に
応
じ
て

　

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
へ
つ
な
ぐ
な
ど
の
支

　

援
を
行
な
い
ま
す
。

⑤
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
見
守
り

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
構
築

　

区
（
自
治
会
）
や
民
生
委
員
、
警
察
・

　

消
防
な
ど
の
公
的
機
関
、
身
近
な
生
活

　

に
関
わ
る
事
業
者
な
ど
の
協
力
を
通
じ

　

て
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
行
な
い
、

　

徘
徊
者
が
出
現
し
た
際
の
適
切
な
対
応

　

を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
在
宅
の
認
知
症
高
齢
者
や
家
族

　

が
地
域
に
お
い
て
孤
立
し
な
い
よ
う
、

　

関
係
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
民
生
委
員

　
（
自
治
会
）
に
よ
る
日
々
の
声
か
け
の

　

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
指

　

し
ま
す
。

　

認
知
症
は
脳
の
障
害
に
よ
る
「
病
気
」

で
す
。
認
知
症
の
特
徴
を
知
っ
た
り
認
知

症
に
な
っ
た
人
の
心
や
体
を
正
し
く
理
解

し
た
り
す
る
こ
と
は
、
こ
の
病
気
に
関
わ

入
っ
て
安
心

 　

家
族
み
ん
な
で

　
　
　

災
害
共
済

Ｕ

　市では認知症への理解を深め、認知症高齢者などが住み慣れた地域で安心して
過ごせるような地域づくりについて考える集いを開催します。
　どなたでも参加できますので、お気軽にご参加ください。
日　時　３月 25 日㈫　午後１時 30 分～４時（予定）
会　場　山梨市花かげホール
講　演　「認知症の正しい理解」ほか　◦先進地自治体の事例発表 
　　　　◦モデル事業の紹介　◦山梨市の現状と課題　◦意見交換
参加料　無料

【認知症を正しく理解し、地域で支援していくための集い】開催のお知らせ
る
う
え
で
と
て
も
大
切
で
す
。

　

認
知
症
に
関
す
る
こ
と
で
悩
ん
で
い
る

人
・
不
安
の
あ
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

保
健
課
介
護
予
防
担
当　

　
　

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）
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１
月
15
日
、
18
日
の
両
日
、
牧
丘
第
一
小

学
校
の
１
、２
年
生
の
教
室
で
、
笛
川
中
学

校
の
２
年
生
が
「
読
み
聞
か
せ
」
を
行
な
い

ま
し
た
。

　

こ
の
日
、読
み
聞
か
せ
を
行
な
っ
た
の
は
、

選
択
授
業
で
「
国
語
」
を
選
ん
で
い
る
笛
川

中
学
校
の
生
徒
５
人
。
１
校
時
の
授
業
が
始

ま
る
前
の
15
分
間
で
し
た
が
、
中
学
生
の
お

に
い
さ
ん
お
ね
え
さ
ん
の
声
色
を
使
い
表
情

豊
か
に
読
む
お
は
な
し
に
、
児
童
は
楽
し
そ

う
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
が
今
回
の
題
材
に
選
ん
だ
の
は
、

新
年
に
ふ
さ
わ
し
い
落
語
本
「
初
天
神
」
と
、

と
て
も
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
女
の
子
と
オ
ニ
の
お

話
「
ソ
メ
コ
と
オ
ニ
」。
こ
の
日
の
た
め
に

日本の小説
ドラキュラ城の舞踏会　　　　　赤川　次郎
ぬばたま　　　　　　　　　　あさのあつこ
阪急電車　　　　　　　　　　　有川　　浩
光の指で触れよ　　　　　　　　池澤　夏樹
５年３組リョウタ組　　　　　　石田　衣良
フラミンゴの家　　　　　　　　伊藤たかみ
ベーコン　　　　　　　　　　　井上　荒野
魔女の盟約　　　　　　　　　　大沢　在昌
楊令伝４　　　　　　　　　　　北方　謙三
雪になる　　　　　　　　　　　谷村　志穂
新・御宿かわせみ　第１巻　　　平岩　弓枝

文学・エッセイ・手記・外国の小説など
わが孫育て　　　　　　　　　　佐藤　愛子
そうか、もう君はいないのか　　城山　三郎
遺したい言葉　　　　　　　　　瀬戸内寂聴
猫のパジャマ　　　　　レイ・ブラッドベリ
運命の書㊤㊦　　　　ブラッド・メルツァー
その他・一般
心の貌（かたち）　　　　　　　　柳田　邦男
子どもの成績を伸ばす１日 10 分読書　石田　　淳
おいしい食材の見分け方と保存のコツ　 PHP 研究所・出版
大満足リフォームキッチン＆バス・トイレ　学研・出版
光とともに・・・12　　　　　戸部けいこ

主な新着図書

いつもそばに本が……
学校図書館支援センターだより　☎� 5355（学校教育課内）

中
学
生
が
小
学
校
児
童
に

絵
本
を
読
み
聞
か
せ

小学校１、２年生を前にして絵本を読む中学生。
ちょっと緊張してるかな？

一
生
懸
命
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

最
初
は
ち
ょ
っ
と
緊
張
気
味
で
し
た
が
、

１
、２
年
生
た
ち
の
「
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る

お
話
だ
っ
た
け
れ
ど
、
自
分
で
読
む
の
と

違
っ
て
、
楽
し
か
っ
た
」「
わ
か
り
や
す
く

お
話
し
て
く
れ
た
の
で
、お
も
し
ろ
か
っ
た
」

な
ど
の
感
想
を
聞
い
て
、「
小
学
生
に
喜
ん

で
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
、
笑
っ
て
も
ら
っ
て

う
れ
し
か
っ
た
」
と
満
足
顔
で
し
た
。

　
「
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
や
「
読
み
聞
か

せ
サ
ー
ク
ル
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
学
校
を
訪

問
し
て
の
読
み
聞
か
せ
は
時
折
あ
り
ま
す

が
、「
中
学
生
が
小
学
生
に
向
け
て
読
み
聞

か
せ
を
す
る
」
と
い
う
機
会
は
な
か
な
か
あ

り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
の
学
習
の
成
果
を
発
表

す
る
機
会
が
得
ら
れ
た
こ
と
も
よ
か
っ
た
で

す
が
、
な
に
よ
り
地
域
の
子
ど
も
同
士
の
絆

を
深
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
意
義
深
い
試

み
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

【注目本紹介】

■小説

著者が山梨県内の公園、神社、寺院、遺跡、文化財な

ど特色ある施設を回り、安全に歩くことができる４～

８キロを基準とした 80 コースを紹介したガイドブッ

ク。著者自らが描いた手書き地図と写真で案内してい

る。

こころげそう

下っ引き宇多が恋しい思いを伝え

られぬまま亡くなってしまった相

手、於ふじが幽霊の身となって

帰ってきた。於ふじの死の真相を探るうち、幼なじみたち

の恋や将来への悩みが絡み合ってきて……。

ほんのりせつない大江戸青春恋物語。

みーんないすのすきまから

パパが車のかぎをなくしたとき、妹のマリーがこう言うの。

「ねえパパ。いすのすきまを探してみれば？」

そしたらお金がみつかった！さらに奥まで手を入れると……。

いすのすきまを探してみれば、でてくるでてくる、何がでる？

ポリー・ダンバー／絵
マーガレット・マーヒー／作
もとした　いづみ／訳

畠中　恵・著

■児童書

【３月のおはなし会】
❖乳幼児向き　チェリー　
　日時：３月 11日㈫　午前 10時 30分～ 11時
❖幼児・低学年向き　くれよん　
　日時：３月 22 日㈯　午前 10 時 30 分～ 11 時
　★会場は市立図書館。詳細はお問い合わせください。

【市立図書館開館時間】
❖午前９時～午後５時（金・土は午後６時まで）　
　★休館日は、折り込みのカレンダーで確認してください。

【あなたのおすすめ本を広報誌上で紹介してみませんか】
　詳しくは、広報担当まで。☎� 1111（内線 225）
　Ｅメール　info@city.yamanashi.lg.jp

●●● INFORMATION●●●

おすすめ新着図書

　　甲斐路ウォーキング　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　山井今朝雄　著　

　なばたとしたかさんの「こびとづかん」をおすすめします。
昨年ネットで話題になったので、知っている人も多いと思い
ます。じぃじに貸して貰った「こびとづかん」を持って「僕」
が「こびと」を見つけるお話。「こびと」っていったら普通
は可愛いのに……この「こびと」はキモい！しかも絵本なの
に書いてあることは……残酷で。
　でもちゃんと最後は、命あるものへの優しさを教えてくれ
ます。大人のひとに「僕」になって読んで頂きたい一冊です。
　　小林富

ふ み こ

美子さん
　　　　（社団法人山梨青年会議所　拡大委員長・一町田中）

私の

本本
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第
18
回

チャレンジ！

　山梨市
山梨市長　中村照人

第
30
回

安全・安心のまちづくり

ワンポイント・アドバイス 総務課行政防災防犯担当
☎� 1111( 内線 229)

安全・安心のまちづくり
こんにちは、日下部署です。【日下部警察署　☎�0110】

専門交通指導員の

※日下部警察署管内……山梨市内および甲州市内

広報やまなし 2008.3-33

　日下部警察署管内交通事故発生状況（１月末日現在）
件数（人数） 前年比

人身交通事故 22 件 ＋1
死者 2 人 ＋2
負傷者 27 人 ＋3
物損交通事故 61 件 －20

市
民
が
主
役
の
電
子
地
方
政
府
実
現

に
向
け
て

２
月
５
日
、
午
前
８
時
か
ら
衆

議
院
第
一
議
員
会
館
で
開
催

さ
れ
た｢

地
方
政
府
Ｉ
Ｔ
推
進
議
員

連
盟｣

「
市
民
が
主
役
の
地
域
情
報

化
推
進
協
議
会
」（
仮
称
）
設
立
に

向
け
て
の
準
備
会
議
に
参
画
し
ま
し

た
。

　

出
席
者
は
、

◦
麻
生　

太
郎　

衆
議
院
議
員

◦
鳩
山
由
紀
夫　

衆
議
院
議
員

◦
原
口　

一
博　

衆
議
院
議
員

◦
山
口　

俊
一　

衆
議
院
議
員

◦
薗
浦
健
太
郎　

衆
議
院
議
員

◦
前
田　

武
志　

参
議
院
議
員

◦
有
馬　

朗
人　

元
文
部
科
学
大
臣

　
　
　
　
　
　
　

・
元
東
大
学
長

◦
須
藤　
　

修　

東
大
大
学
院
教
授

◦
榎
並　

利
博　

早
稲
田
大
学
客
員

　
　
　
　
　
　
　

研
究
員

◦
千
葉　

光
行　

市
川
市
長

◦
松
崎　

秀
樹　

浦
安
市
長

◦
成
澤　

廣
修　

文
京
区
長

◦
中
村　

照
人　

　

で
し
た
。

　

２
０
１
０
年
に
自
治
体
の
地
方
制

度
改
革
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
社
会
が
一
層

進
展
し
て
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
、地
方
制
度
改
革
と
Ｉ
Ｔ
・

電
子
自
治
体
が
一
体
と
な
っ
た
議
論

や
政
策
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
の
は

大
き
な
問
題
で
あ
る
と
の
認
識
の

下
、
国
会
議
員
、
地
方
自
治
体
、
民

間
が
一
体
と
な
り
、
と
も
に
取
り
組

む
た
め
に
設
立
を
し
て
い
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
の
前
段
階
の
２
０
０
５

年
６
月
に
設
立
さ
れ
た｢

市
民
が
主

役
の
電
子
自
治
体
を
実
現
す
る
会
議

｣

（
議
長
・
須
藤
修
）
に
参
加
し
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
を
発
展
的
に
し
て
い
く

も
の
で
、
行
政
手
続
き
の
電
子
化
や

全
国
の
自
治
体
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結

ぶ
こ
と
な
ど
を
始
め
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
利
便
性
を
高
め
る
の
が
狙
い
で

す
。

新
改
革
首
長
会
議

２
月
７
日
、
57
市
町
村
長
が

出
席
し｢

新
改
革
推
進
首
長

会
議｣

が
発
足
し
ま
し
た
（
全
国

２
４
６
市
町
村
長
が
参
画
）。

｢

税
源
移
譲
に
よ
る
自
治
体
の
財
源

強
化
や
国
と
地
方
の
役
割
分
担
見
直

し
、
官
民
の
交
流
を
進
め
る
た
め
の

地
方
公
務
員
制
度
改
革
な
ど
の
必
要

性｣
｢

民
間
委
託
拡
大
に
向
け
た
規

制
改
革
や
地
方
分
権
の
推
進｣

｢

国

の
法
令
を
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て

修
正
す
る
自
治
立
法
権
の
確
立｣

｢

地
方
財
政
が
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
に
向
け
て
障
害
と
な
る
規
制
改

革｣

な
ど
、
地
方
自
治
推
進
に
必
要

な
改
革
を
協
議
し
推
進
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

小
中
学
生
の
夢
膨
ら
む

理
数
科
離
れ
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
山
梨
市
で
は
、

平
成
16
年
度｢

山
梨
市
版
ノ
ー
ベ
ル
・

小
中
学
校
科
学
奨
励
賞
事
業｣

を
実

施
し
、
文
部
科
学
省
の
委
託
事
業
を

導
入
す
る
な
ど
科
学
技
術
創
造
都
市

を
目
指
し
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

初
年
度
に
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

者
・
小
柴
昌
俊
先
生
、
そ
の
後
は
宇

宙
教
育
セ
ン
タ
ー
・
的
川
泰
宣
先
生
、

日
本
地
質
学
会
・
斎
藤
靖
二
先
生
な

ど
の
講
演
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
応
募
も
約

１
、５
０
０
点
寄
せ
ら
れ
、
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
成
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。

◦
後
屋
敷
小
学
校
５
年
生
が
ベ
ネ
ッ

　

セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
全
国
コ
ン

　

ク
ー
ル
で
、
全
国
優
秀
賞
受
賞

　
（
19
年
12
月
15
日
）

◦
笛
川
中
学
校
は
、
地
球
温
暖
化
防

　

止
活
動
功
績
と
し
て
環
境
大
臣
表

　

彰
受
賞
（
19
年
12
月
17
日
）

　

環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
全
国
初

　

国
連
大
学
か
ら
認
定
証
を
授
与　

　
（
20
年
１
月
12
日
）

◦
加
納
岩
小
は
、
環
境
美
化
教
育
優

　

良
校
表
彰
を
受
賞
（
リ
サ
イ
ク
ル

　

活
動
部
門
優
秀
校
・
全
国
６
校
）

　
（
19
年
12
月
12
日
）

◦
県
立
科
学
館
主
催
「
第
10
回
新
春

　

科
学
の
夢
を
描
く
作
品
展
」で
は
、

　

約
３
、０
０
０
点
応
募
の
中
か
ら
、

　

小
学
低
学
年
、
高
学
年
、
中
学
校

　

３
部
門
の
最
優
秀
賞
を
す
べ
て
受

　

賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
９
人
が
各

　

新
聞
社
賞
、
優
秀
賞
、
優
良
賞
な

　

ど
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

小
中
学
生
の
科
学
へ
の
大
き
な
夢

が
膨
ら
み
、
未
来
に
向
け
て
広
が
っ

て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

未
来
を
担
う
青
少
年
を
正
し
く
、

た
く
ま
し
く
育
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

全

国

会

議

に

参

画

山梨市版ノーベル最終審査のようす
（左は齋藤靖二審査委員長、右は堀内教育長）交

通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
運
転
は
人
に
社
会
に
思
い
や
り
」

１、振り込め詐欺が多発しています

　●必ず本人と連絡をつけること              
　●身に覚えのない請求は無視する
　●すぐに振り込まないで相談して
　●すぐに融資を申し込まないで相談して

オレオレ詐欺………家族を装って事故などの示談金を振
　　　　　　　　　り込ませる手口
融資保証金詐欺……融資を勧誘し、申込者に保証金を名
　　　　　　　　　目に、振り込ませる手口　　
架空請求詐欺………有料サイト利用料などの架空の請求
　　　　　　　　　を行ない、振り込ませる手口
還付金詐欺……
　　　公的機関の職員を名乗り、還付金があると言って、
　　　ＡＴＭ機を操作させ送金させる手口

２、安全運転を心がけましょう
　日下部警察署管内では、１月末現在で２人が交通事故
で亡くなっています。
   また、シートベルトをしていなかったため、大ケガと
なってしまった事故も発生しています。
　「交通安全は家庭から」を合い言葉に、車での外出の
際は、家族で「安全運転」の声をかけあいましょう。

３、お知らせ
　ＪＲ山梨市駅前交差点とＪＲ塩山駅前交差点の歩車分
離式信号機の歩車分離時間が２月 12 日から変わりまし
た。
●歩車分離時間は
　　午前７時から午前９時まで
　　午後２時から午後４時まで
となりましたので、注意して道路を横断してください。

★2月20日と４月10日は
　　　　「交通事故死ゼロを目指す日」です★
かけがえのない命。譲る気持ちと思いやりのある運転で

　毎年、国民 100 人に１人が交通事故に
より死傷するという厳しい状況は依然とし
て続いています。死者数全体に占める高齢
者の割合が年々高まっています。
　また、飲酒運転による死亡事故も大きな
社会問題となっています。
　このような中、昨年末に関係閣僚会合に
おいて「生活安心プロジェクト・緊急に講
ずる具体的な施策」が取りまとめられまし
た。

　交通安全に対する国民の意識を高める
新たな国民運動として、２月 20 日と４月
10 日を「交通事故死ゼロを目指す日」と
することになりました。
　「交通安全」、聞きなれた言葉ですが、も
う一度「交通安全」について考えてみてく
ださい。
　交通事故の多くは、一人一人が交通ルー
ルやマナーをしっかり守ることで防止する
ことができるものです。

山梨市駅前交差点

歩車分離の時間が
変わりました
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（2008.2.1 現在）

人　口	 38,996人	 （－ 35）	
　男	 18,761人	 （－ 20）
　女	 20,235人	 （－ 15）
世帯数	 14,298世帯	 	（ー 11）

編集後記

４月号は ３月19日水発行予定です。

世帯と人口

�中国製の冷凍食品に農薬が混入される
という問題が発生し、また私たちの「食」
への危険性が大きく取り上げられまし
た。日本の食料自給率は約 40 パーセン
ト、輸入に頼らざるを得ないのが現状で
す。
　最近、農業の魅力が再認識され、若者
が農業に興味を持って、山梨市に農業体
験に来ているようです。
　今後、自給率向上への取り組みは欠か
せません。「地産地消」という言葉があ
りますが、山梨はまさにそれができる土
地柄だと思います。まずは、プランター
で野菜作りから始めてみませんか？T

�２月に入りテレビの天気予報番組内で
「花粉」の飛散予想を見かけます。今年
もこの時期がやってきたかという感じで
す。一年中悩んでいる人もいますが、私
の場合は春。これから春にかけて、イベ
ントが多い時期となり、取材で外へ出る
機会も増えることでしょう。しっかりと
花粉対策をしなくては ･･･。
　ちなみに今年は飛散量も去年より多く
なるようです。花粉が多く飛ぶ気象条件
は、「晴れて気温が高い、空気が乾燥、
風が強い、雨上がりの翌日」です。花粉
症の人は、このような日は万全な対策を
して出かけましょう。K

�笛川中学校の環境プログラム「Kids' 
ISO FOR SCHOOL」を取材しました。
生徒たちが節電節水に取り組むようすを
見て、意識を改めねば……と思いました。
卒業生へのインタビューでは、しっかり
とした受け答えに「わずか１年でこんな
に大人になるのか」、とカンシン。
　昨年 12 月号の「気になる人」で紹介
したオカリナ奏者大沢聡さんとピアニス
ト小林真人さんによるユニット「breath」
が、６月に伊勢神宮神楽殿で奉納演奏を
するという情報が飛び込んできました。
市内在住＆出身者の活躍はうれしいも
の。ご成功をお祈りしています。E

まちのわだい Plus１＋

　社会福祉法人恵信福祉会恵信ロ
ジェ（南 1335）では、日本自転
車振興会の平成 19 年度競輪助成
金を受けて、福祉車両を１台整備
しました。
　この車両の導入により、デイサー
ビス送迎時の配車の効率化と送迎
時間の短縮が図られました。また、
新しい車両ですので、利用者の皆
さんにも大変喜ばれています。
　同福祉会では、今後もこの車両
を活用し、市の福祉の向上に取り
組んでいきます。

競輪助成金で福祉車両を
整備しました
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☎　市役所� 1111　牧丘庁舎・牧丘支所� 3111　三富庁舎・三富支所� 2121

市外局番は 0553 です
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☎　市役所� 1111　牧丘庁舎・牧丘支所� 3111　三富庁舎・三富支所� 2121

市外局番は 0553 です

　山梨市文化協会は、山梨・牧丘・三富の各地区にそれぞれの部会があり、三
地区が協力して会の運営にあたっています。これらの部会に加入して、ともに
研修に励みませんか。①現在ある部会に加入する　②新しい部会を作るどちら
の方法でも構いません。
<山梨地区 >会長　藤原一仁　
小説／詩／短歌／俳句／川柳／書道／美術／謡曲／邦楽／洋楽／華道／日本舞
踊／郷土研究／盆栽／詩吟／写真／民謡／古典研究／陶芸／写仏／フラワーデ
ザイン／手芸／押し花／朗読
＜牧丘地区＞会長　高原左門　
俳句／短歌／詩吟／囲碁／書道／民謡／写真／郷土研究／華道／舞踊／茶道／
絵画／大正琴／コーラス／朗読／太鼓
＜三富地区＞会長　岡部徳憲　
囲碁／書道／詩吟／短歌／盆栽／俳句／舞踊／絵画／華道／フルート／大正琴
／絵てがみ／写真
【問い合わせ】
生涯学習課内文化協会事務局☎� 9611
または各教育事務所（牧丘☎� 3111・三富☎� 2121）へ

山梨市文化協会へのお誘い

いつでもどこでも
気軽に情報を！
山梨市ホームページ
モバイル版
ＱＲコードはこちら ⇒

こちらからお読みくださいi やまなし情報
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こちらからお読みくださいi やまなし情報
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日　時　３月２日㈰午後 1:00 ～ 4:00　　※入場無料※
会　場　岡島ローヤル会館８階「ゴールドルーム」　
プログラム　記念講演（午後 1:30 ～ 2:50）
①補聴器について　
　県立中央病院耳鼻咽喉科　黄　淳一医長
②人工内耳の話

　今村耳鼻咽喉科・難聴クリニック　今村俊一医師
＊人工内耳装用者の体験発表
※講演終了後、専門医による耳鼻咽喉科の病気と難聴・　
　補聴器に関する相談会を開催します（3:10 ～　4:00)。
【問い合わせ】日本耳鼻咽喉科学会山梨県地方連絡部会
事務局　☎ 055(273)9765

●行政相談
[相談内容 ]　国・県・市・公団などの
仕事についての苦情や要望などの相談
[日時 ]３月 21 日㈮午後 1:30 ～ 4:00
[ 会場 ]牧丘支所　[ 相談員 ]行政相談
委員　[ 問 ]総務課行政防災防犯担当　
☎� 1111( 内線 228)

●社会保険相談
[日時 ]３月 13 日㈭午前 9:30 ～正午、
午後 1:00 ～ 4:00　[ 会場 ]夢わーく山
梨　[問 ]甲府社会保険事務所　
☎ 055(252)1431 ㈹

●教育相談
子どものしつけ、親子関係、学力、進路、
発達障害、不登校、いじめなどの教育
相談。面談希望は、事前連絡を。
[日時 ]毎週木曜・午前 10:00 ～午後 4:00
[ 会場・問い合わせ ]❖生涯学習課 ( 市
民会館内 ) ☎� 9611　❖牧丘支所教育
担当☎� 3111　❖つつじ幼稚園（幼児
教育相談）☎� 0244 ※電話相談も可

●家庭児童相談
育児、しつけ、虐待、保健、障害、非
行など児童の養育に関する家庭問題　
[日時・会場]月・水・金曜日(山梨市役所)
／火・水・木曜日 ( 牧丘支所 )　両会場
とも午前 9:00 ～午後 5:00
[問 ]福祉事務所児童福祉担当
☎� 1111( 内線 162)

各　種　相　談 ●結婚相談
[日時 ]３月 15 日㈯午後 2:00 ～ 6:00
[会場 ]市民会館３階控え室　
[問 ]生涯学習課生涯学習担当
( 市民会館内 )　☎� 9611

●パソコン困りごと相談室
[日時 ]３月１・８・15・22 日（土）
[受付 ]午後 1:00 ～ 3:00　[会場 ]市民
会館４階Ｃ会議室 [問 ]生涯学習課生涯
学習担当 ( 市民会館内 ) ☎� 9611
※講師の都合でお休みすることがあり
　ます。事前にご確認ください。

●若年者の「仕事」に関する相談
職業の選択・適性、キャリアアップ、
職場の悩みなどの相談　
[対象 ]　35 歳くらいまでの人　
[日時 ]３月 11 日㈫・25 日㈫いずれも
午後 6:00 ～ 9:00　[ 会場 ]夢わーく山
梨２階相談室　[ 問 ]商工労政課商工労
政担当　☎� 3111( 予約受付 )

●中・高年齢者職業相談
[日時]月～金曜日(祝日除く)午前8:30
～午後 5:00　[会場 ]夢わーく山梨３階
高齢者職業相談室　[ 問 ]夢わーく山梨
☎� 3111

●不動産無料相談（不動産関係全般）　
[日時 ]３月 21 日㈮ [受付 ]午前 10:00
～午後 3:00( 正午～午後１時は休み )[ 会
場 ]㈳山梨県宅地建物取引業協会峡東支
部事務所（市民体育館東側山梨法人会
館内）　[問 ]同協会峡東支部☎� 1481

春休み子どもの
「きこえ」と「ことば」の相談会

山梨市障害者総合相談センター

　　相　談

相談内容　①お子さんの「きこえ」と
「ことば」に関する悩み相談
②「きこえ」と「ことば」に不安のあ
るお子さんへの関わり方（育児相談）
③聴力測定　④補聴器調整
日　　時　３月 20 日㈷・21 日㈮
　両日とも午前９時～午後５時
会　　場　県立ろう学校幼児指導室
　（山梨市大野 1009）
対象児童　０歳児から（費用無料）
相談方法　事前に電話かファクスで日
時を予約してください。
【申込・問い合わせ】
きこえとことばの相談支援センター

（県立ろう学校内）　担当：中込
☎� 1378　ﾌｧｸｽ� 6419
ﾒｰﾙ sodan@rogako.kai.ed.jp
※この相談会は、ろう学校入学とは関
　係ありません。
※電話やメールによる相談も常時受け
　付けています。ただし、この相談期
　間中はご遠慮ください。

「耳の日」記念事業　耳の日フェスタ　記念講演会



広報やまなし 2008.3-36

催　
　

し

ス
ポ
ー
ツ

募
　

集

子

ど

も

保
険
・
健
康

介
護
・
福
祉

講　
　

座

お
知
ら
せ

相
　

談

☎　市役所� 1111　牧丘庁舎・牧丘支所� 3111　三富庁舎・三富支所� 2121

市外局番は 0553 です

広報やまなし 2008.3-36

催　
　

し

ス
ポ
ー
ツ

募
　

集

子

ど

も

保
険
・
健
康

介
護
・
福
祉

講　
　

座

お
知
ら
せ

相
　

談

☎　市役所� 1111　牧丘庁舎・牧丘支所� 3111　三富庁舎・三富支所� 2121

市外局番は 0553 です

こちらからお読みくださいi やまなし情報

広報やまなし 2008.3-37

催　
　

し

ス
ポ
ー
ツ

募　
　

集

子

ど

も

保
険
・
健
康

介
護
・
福
祉

講　
　

座

お
知
ら
せ

相
　

談

こちらからお読みくださいi やまなし情報

広報やまなし 2008.3-37

催　
　

し

ス
ポ
ー
ツ

募　
　

集

子

ど

も

保
険
・
健
康

介
護
・
福
祉

講　
　

座

お
知
ら
せ

相
　

談

３月の IT講習会

講座名 対象者 日程 募集締切

趣味のWORD講座 パソコンの基本操作がわかる人
３月 18 日㈫～ 19 日㈬
午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分

３月７日㈮

≫≫ラベル作成などを通じてワープロソフト「ＷＯＲＤ（ワード）」を学ぶ講座です。

パソコン入門基礎講座 パソコンの文字入力など、
基礎的内容を学びたい人

３月 18 日㈫～ 19 日㈬
午後 1 時 30 分～３時 30 分

３月７日㈮

≫≫パソコンへの文字入力などを中心とした、基礎からの講座です。

【会場】山梨市情報通信センター　　　　（山梨市役所庁舎となり）

山梨市情報通信センターでは、各種 IT 講習会を開催しています。
パソコンにチャレンジしてみたい！もっと使いこなしてみたい！という皆さん、ぜひご活用ください。

申込方法　ハガキまたは電子メールにて「①受講希望講座名　②郵便番号　③住所　④氏名　⑤年齢　⑥職業　⑦電話番号　
⑧パソコン所有の有無　⑨操作歴」を記入のうえ、市役所総合政策課電算システム担当まで申し込んでください。
参加者負担金　1,500 円（講習会受講代として、初回講習時に集金）
※各講座とも 10 人程度募集します（応募者多数の場合は抽選）。
【申込・問い合わせ】〒 405-8501（住所不要）　山梨市役所総合政策課　電算システム担当　
☎� 1111（内線 236、237）　E メールアドレス　itkosyu@city.yamanashi.lg.jp

足ツボ・足もみで健康に

夢わーく山梨

　足もみはなぜ健康に良いのでしょう
か。足ツボとはどのようなものなのか
を学びながら、実際に体験・実践しま
す。体を支え苦労している足をいたわ
り、健康の維持・増進を目指しましょう。
日　時　３月 14 日㈮・21 日㈮
　いずれも午後 7:00 ～ 8:30
会　場　夢わーく山梨（働く婦人の家）
２階軽運動室
内　容　足ツボ・足もみ健康講座
参加資格　２回受講できる人、市内在
住・在勤者優先
持ち物　ヨガマットまたは大きめのバ
スタオル・筆記用具・メガネ（必要な人）
服　装　動きやすい服装
※裸足でしますので、靴は不要です。
参加料　初回のみ 700 円（反射区図
表、もみ棒代として。おつりのないよ
うにご用意ください）
講　師　内川久美さん（リフレクソロ
ジスト）

定　員　20 人
申込受付　３月５日㈬から電話受付開
始（土・日をのぞく午前 8:30 ～午後
5:30、定員になり次第受付を終了し
ます）
【申込・問い合わせ】　
夢わーく山梨　☎� 3111

マフラーで春のよそおい

夢わーく山梨

　暖かな風が柔らかな春を運んできま
す。ハイビスカスでやさしいピンク色
に染め上げたショールで、襟元に香り
よいおしゃれはいかがですか ?
日　時　３月 22 日㈯　午後 1:30 ～

（約２時間、受付は午後 1:00 ～）
会　場　夢わーく山梨（働く婦人の家）
会議室
材料代  2,000 円（当日徴収）。
講　師　ハーブ工房 HCC 斉藤幸枝さん
定　員　20 人
申込受付　３月５日㈬から電話受付開
始（土・日をのぞく午前 8:30 ～午後

「もしも」のときのために
救急法を学んでみませんか

保健課

　ＡＥＤの使い方や心臓マッサージな
どの救急技術を学びます。
講習期間　３月 17 日㈪～ 19 日㈬の
計３日間　いずれも午前 9:00 ～午後
5:00（昼食時間を含む）
会　場　夢わーく山梨
内　容　「救急法について、一次救命
処置、急病、けが、きずの手当、骨折
の手当、搬送、救護」の学科と実技
持ち物　筆記用具・運動服・運動靴
教材費　１人 1,500 円（保険料含む）
定　員　20 人（定員を超えた場合は
抽選）
申込方法　ハガキに郵便番号・住所・
氏名・生年月日・電話番号を記入の上、
３月７日㈮まで（当日消印有効）に申

お知らせ

山梨労働基準監督署
統合のお知らせ

山梨労働局

　山梨労働基準監督署は、３月 31 日
に甲府労働基準監督署に統合されま
す。このため、山梨市・甲州市は甲府
労働基準監督署の管轄となります。山
梨労働基準監督署の業務は、3 月 28
日をもって終了します。
※注意※
①山梨市、甲州市の事業場は、今回の
　管轄変更に伴い、労働保険番号が変
　更になります。新しい番号は、９月
　頃各事業場あて通知することとして
　います。
②当分の間、臨時相談窓口を毎週木曜  
　日の午前 10 時から午後 3 時 30 分

第８回特別弔慰金の締切が
迫っています

福祉事務所

　戦没者などの死亡当時のご遺族で、
平成 17 年４月１日時点において、公
務扶助料や遺族年金等を受ける人がい
ない場合には、次の対象者順位で最初
に該当するご遺族の方１人に対し、額
面 40 万円、10 年償還の記名国債が
支給されます。
　まだ、請求をしていない人は、至急
手続きをしてください。
対象者順位　
⑴弔慰金の受給権者
⑵戦没者等の子
⑶①父母、②孫、③祖父母、④兄弟姉
妹（戦没者などと生計関係を有してお
りかつ戦没者等と氏が同じである人）
⑷上記３以外の①父母、②孫、③祖父
母、④兄弟姉妹
⑸上記⑴から⑷以外の三親等内の親族

（戦没者などの死亡時まで引き続き１
年以上生計関係のあった人のみ）
※特別弔慰金の権利を持った遺族が、
　特別弔慰金の請求をしないまま平成
　17 年 4 月 1 日以降に死亡したとき
　は、その遺族の相続人が特別弔慰金
　を請求できます。
請求期限　３月 31 日㈪
※この期限内に請求を行なわないと、
　時効により権利が消滅します。
【請求書などの配布・受付・問い合わせ】
福祉事務所社会・長寿福祉担当　
☎� 1111（内線 164）　　　　　
牧丘支所住民生活担当　☎� 3111
三富支所住民生活担当　☎� 2121

恩給欠格者、戦後強制抑留者、
引揚者の皆さんへ

独立行政法人平和記念事業特別基金

――『特別慰労品を贈呈します』――
　旧軍人などで恩給などを受けていな
い恩給欠格者、戦後ソ連やモンゴルに
強制抑留された人、終戦に伴い、本邦
以外の地域から引き揚げて来られた

「ご本人」に、改めて慰謝の念を表す
ため、内閣総理大臣名の『特別慰労品』
を贈呈しています。過去に内閣総理大
臣名の書状などを受けた人も対象にな
ります。
請求書配布場所
福祉事務所社会・長寿福祉担当　
☎� 1111（内線 164）　　　　　
牧丘支所住民生活担当　☎� 3111
三富支所住民生活担当　☎� 2121
【問い合わせ】
独立行政法人平和祈念事業特別基金
☎ 0120(234)933

（月～金　午前 9:15 ～午後５:15、祝日休）
ＵＲＬ　http://www.heiwa.go.jp

甲府地方法務局石和出張所
統合のお知らせ

甲府地方法務局

　甲府地方法務局石和出張所は、2 月
25 日に甲府地方法務局（登記部門）
に統合されます。石和出張所で扱って
いた登記事務は、同日から甲府地方法
務局（登記部門）で取り扱います。
【問い合わせ】
甲府地方法務局（甲府市北口 1-2-19、
甲府地方合同庁舎内）
☎ 055(252)7186

　当社が販売した「ふろ釜」の一部
に不具合が生じ、危機内部が焼損の
事故に至る可能性があります。
　まだ、点検がお済みでないお客様
はご連絡ください。無料で点検・部
品交換をいたします。
対象機種　ＴＡ－Ｒ 137 Ｂ、ＴＡ
－Ｒ 38 Ｂ、ＴＡ－ＣＳ 32 Ｂ、Ｔ
ＡーＦＥ 15（対象期間はいずれも
1997 ～ 2006/5）
※すでに点検が完了している場合に
　は、ふろ釜に点検済シールが貼ら
　れています。
【問い合わせ】
フリーダイヤル 0120-634-126
受付　平日午前 9:00 ～午後 5:00

探しています
セタガヤ製ふろ釜点検のお願い

5:30、定員になり次第受付を終了し
ます）
【申込・問い合わせ】　
夢わーく山梨　☎� 3111

し込んでください。
【申込・問い合わせ】　
〒 405-8501　（住所不要）山梨市役
所保健課赤十字救急法講習会あて　
☎� 1111（内線 413）

　まで「夢わーく山梨（山梨市勤労者
　福祉センター）」内の会議室Ｂで開
　設します。
【問い合わせ】
山梨労働局総務部企画室
☎ 055(225)2851
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夢わーく山梨平成20年度
各種講座受講生募集

　20 年度の各種講座を４月から開講
します。開講する講座は、右の表のと
おりです。
開催期間・種別
①講座の開催期間は、４月から翌年３
　月までです。
②講座名の右側に★印があるものは、
　９月まで「夢わーく山梨」主催で実
　施し、10 月から自主講座に変わる
　講座です。
受講対象者　
①市内在住・在勤者優先（各講座とも
　男女の別は問いません）
②開講期間を通して受講できる人
　（不明の点はお問い合わせください）
負担金　
①材料費　実費負担　
②受講料　１講座 1,000 円
　※開講時に１回のみ
③講師謝礼　自主講座のみ負担
受講申込
①受付期間　３月 10 日㈪～ 14 日㈮
②申込先　夢わーく山梨（働く婦人の
　家）に直接申し込んでください（電
　話でも可）。受付時間は午前 8:30 ～
　午後 5:30 です。定員になり次第、
　受付を終了します。
その他
※定員に満たない講座は、開講しない
　場合もあります。
【申込・問い合わせ】
夢わーく山梨（働く婦人の家）　
☎� 3111

　　講　座

20年度高齢者温泉利用割引カードを発行します！
⑴対象者　65 歳以上の市内在住者
⑵割引回数　100 回（1 枚のカードです。再発行はしません）
⑶対象施設　花かげの湯・鼓川温泉・みとみ笛吹の湯
⑶利用期間　平成 20 年４月１日㈫～ 21 年３月 31 日㈫
⑷施設ごとの割引料金

　
⑸申請方法
①持ち物　印鑑・身分証明書 ( 保険証・免許証など )
※必ずお持ちください。
②申請受付　３月 17日㈪から始めます
※土日、祝日など市役所の業務が休みとなる日は交付できません。
　ご注意ください。
※新たに 65 歳になる人は、誕生月の初日から申請できます。
③申請場所　　
山梨地域在住者→市役所１階福祉事務所（６番窓口）
牧丘地域在住者→牧丘支所　総務担当
三富地域在住者→三富庁舎　観光課
【問い合わせ】　
観光課観光施設担当（三富庁舎内）☎� 2121（内線 319、320）

施設名 割引料金

花かげの湯
鼓川温泉

1日利用・・・300円割引
（自己負担 400 円・カードに 2 回分押印）

3時間利用・・・150円割引
（自己負担 150 円、カードに 1 回分押印）

笛吹の湯
1回入浴・・・100円割引

（自己負担 100 円、カードに 1 回分押印）

※19年度割引カードの有効期限は、平成20年３月31日です。
　４月以降は使えませんので、　ご注意ください。

対象者　①昭和８年３月２日～４月 30 日生（後期高齢者医療受給者証を交付）
②昭和 15 年４月１日～ 30 日生　③昭和 13 年３月２日～４月１日生
日　時　３月 25 日㈫　①の対象者は午前 9:00 ～、②③は午前 9:30 ～
※健康教室の終了は午前 11 時を予定しています。
会　場　山梨市保健センター　
※該当者には、交付日の約１週間前に通知します。
【問い合わせ】市民課国民健康保険担当　☎� 1111( 内線 146、148)
牧丘支所住民生活担当　☎� 3111　三富支所住民生活担当　☎� 2121

老人健康教室および老人医療費受給者証交付
昼間の講座（★印は 10月から自主講座に移行します）

講座名 曜日 時間 講師 内容 定員

書道教室 ★ 第１・３水曜 午前 10:00 ～ 11:30 秦　洋彦 漢字書道 30 人

フォークダンス
教室（中級コース） ★ 第２・４金曜 午前 10:00 ～ 11:30

深沢　章子

世界の民謡をリズムに乗って
美しく・楽しく踊りましょう！ 35 人

フォークダンス
教室（初級コース） ★ 第２・４金曜 午後 1:30 ～ 3:00 初歩からのやさしいダンス。

※初心者向き 20 人

昼間の自主講座

講座名 曜日 時間 講師 内容 定員

料理教室 第２月曜 午後 1:00 ～ 3:00 グリルパイナリー
社長　廣瀬文男 プロの味を楽しく学びます 25 人

パッチワーク＆
キルト教室 第１・３金曜 午後 1:00 ～ 3:00 中村　郁江 手の温もりが布を通し伝わって

くる手芸 20 人

書道教室 第２・４木曜 　午前 10:00 ～
　　　　午後 3:00 内藤　和代 かな書道 30 人

生花教室 第２・４月曜 午後 1:00 ～ 3:00 日本華道古流家元
鶴田 　一杳 生花・盛花実習 30 人

編物教室 第２・４水曜 午後 1:00 ～ 3:00 宮崎　俊恵 毛糸の手編み実習 30 人

アートフラワー教室 第２・４火曜 午後 1:00 ～ 3:00 前田　愛子 造花・染色の基礎・実習 30 人

自主パン作り教室（初級） 第４月曜 午前 10:00 ～正午
西室　順子 手ごねで作るパン生地

18 人

自主パン作り教室（中級） 第４火曜 午前 10:00 ～正午 18 人

ヨーガ教室 第１・３土曜 午後 3:30 ～ 5:00 飯島　由己 体を伸ばし、血液の流れをよくし、
新陳代謝を高めます。 18 人

煎茶教室 第１・３土曜 午前 10:00 ～正午 田村　雪穂 心の通いがある一碗のお茶を
お友達とご一緒に 15 人

フラワーアレンジメント 第３火曜日 午後 1:00 ～ 3:00 鶴田　五郎 お気に入りの花で、
住まいに潤いを！ 20 人

夜間の講座（★印は 10月から自主講座に移行します）

講座名 曜日 時間 講師 内容 定員

料 理 教 室 第１・３木曜 午後 6:30 ～ 8:30 グリルパイナリー
社長　廣瀬文男

忙しい人むきのプロから習う
ひと味違う料理 20 人

書 道 教 室 ★ 第２月曜 午後 7:00 ～ 9:00 内藤 和代 かな書道 30 人

パッチワーク＆
キルト教室 ★ 第１・３金曜 午後 7:00 ～ 9:00 中村郁江 手の温もりが布を通し伝わって

くる手芸 20 人

夜間の自主講座

講座名 曜日 時間 講師 内容 定員

煎茶教室 第１・３金曜 午後 7:00 ～ 9:00 田村　雪穂 心の通いがある一碗のお茶を
お友達とご一緒に　 15 人

着物着付教室 第３水曜 午後 7:00 ～ 9:00 中澤富佐恵 着物と帯　忘れないように
簡単に美しく装いませんか 10 人

ピラティス教室
第１・３火曜 午後 7:00 ～ 9:00

佐藤　美香

胸式呼吸を用い、骨盤からゆがみ
を治し、新陳代謝アップや気にな
るところを引き締めて体調不良を
改善します。

20 人

第２・４火曜 午後 7:00 ～ 9:00 20 人

【平成20年度に開講する講座一覧】　　　　　　　　　　　～夢わーく山梨～（講師名敬称略）
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☎　市役所� 1111　牧丘庁舎・牧丘支所� 3111　三富庁舎・三富支所� 2121

市外局番は 0553 です
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☎　市役所� 1111　牧丘庁舎・牧丘支所� 3111　三富庁舎・三富支所� 2121

市外局番は 0553 です
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広報やまなし 2008.3-41

催　
　

し

ス
ポ
ー
ツ

募　
　

集

子

ど

も

保
険
・
健
康

介
護
・
福
祉

講　
　

座

お
知
ら
せ

相
　

談

こちらからお読みくださいi やまなし情報

広報やまなし 2008.3-41

催　
　

し

ス
ポ
ー
ツ

募　
　

集

子

ど

も

保
険
・
健
康

介
護
・
福
祉

講　
　

座

お
知
ら
せ

相
　

談

　平成 20 年度「ミニ農園」の新規入
園者を募集します。農園での農業体験
を通して、「収穫」の喜びを味わって
みませんか。
入園対象　野菜づくりに興味のある市
内在住の非農家世帯
農園の場所　三ヶ所 1525（「ホテル
ルートイン山梨」北側）
入園期間　
平成 20 年４月～平成 21 年２月
入園料　１区画（33㎡）年間 3,900 円
受付期間　３月３日㈪～ 14 日㈮
受付時間　午前 8:30 ～午後 5:30（土
日を除く）
申込方法　夢わーく山梨（働く婦人の
家）にて入園申込用紙に記入
※貸出は１世帯１区画とし、申込多数
　の場合は抽選とします（先着順では
　ありません）。
※継続して入園する場合も申し込みが
　必要です。
【申込・問い合わせ】
商工労政課商工労政担当　☎� 3111

ミニ農園入園者募集

商工労政課

牧丘町総合会館管理人募集

牧丘教育事務所

応募資格・人員　健康で住み込み可能
な 65 歳以下の人 ( 単身もしくは夫婦 )
勤務場所　牧丘町総合会館（牧丘町窪
平 447）
管理人居住スペース　管理人室（6 畳・
４畳半の２間）・台所・浴室、電気・
ガス・水道は施設のものを使用、料金
は無料　
支給する手当　月額 137,000 円
業務内容　牧丘町総合会館の施設 ( 玄
関、各部屋 ) の開放、閉鎖および施錠
の点検、館内とその周囲の清掃作業、
公民館利用の受付など
応募方法　履歴書 ( 市販のもの。写真
添付 ) １通を牧丘教育事務所へ提出し
てください
受付期間　
平成 20 年３月３日㈪～３月 14 日㈮
選考方法　書類選考後、面接により決
定 ( 面接の日程は後日連絡します )
【申込・問い合わせ】　
牧丘教育事務所（牧丘支所内）　
☎� 3111（内線 155）

中央高校通信制生徒募集

県立中央高等学校

　自宅学習とスクーリングで高校を卒
業することができます。また、特定の
科目だけ勉強することもできます。
募集人員　普通科 100 人
委嘱期間　平成 20 年３月４日㈫～３
月 31 日㈪　午前 9:00 ～午後 4:00
出願資格　中学校卒業者（卒業見込み
も含む）、高等学校への再入学希望者、
県内在住者（年齢制限なし）
入学選抜方法　面接による
必要経費　約３万円（４月に一括納入）
※就職している人には教科書が無償で
　給与される制度があります。
【出願・問い合わせ】
県立中央高等学校通信制（甲府市飯田
５- ６-23）　☎ 055(226)4412

　　募　集

山梨市消防団では、新入団員を募集しています。
多くの仲間が地域の安心・安全のために
活動しています。
あなたも一緒に活動しませんか。
【問い合わせ】
総務課行政防災防犯担当　
☎� 1111（内線 229）

～あなたの力を地域のために～
山梨市消防団　団員募集！　　　

　　子ども
親子おやつづくり教室

保健課

日　時　３月 15 日㈯午後 1:30 ～
会　場　夢わーく山梨　料理実習室
対象者　市内小学生親子・先着 15 組
内  容　調理実習 ( 手づくり中華まん・
ゼリー )、食事バランスについて
参加料　無料
持ち物　エプロン、三角巾
申込方法　３月３日㈪から電話受付開
始(定員になり次第受付を終了します)
【申込・問い合わせ】
保健課保健指導担当
☎� 1111（内線 414 ～ 416）

★母子健康手帳は必ずお持ちください。
★今月の該当以外のお子さんでもまだ受講が済んでいない場合は、出席してください。

　３月の学級・講習会　　　　　　　　 問保健センター　☎� 1111( 内線 414 ～ 416)

項　目 実施日 受付時間 場　所 該　当　者

母子健康手帳
の交付・
妊婦健康相談

 ３月 13 日㈭

午前 9:00 ～ 11:30

山梨市保健センター 妊娠届を済ませていない妊婦

 ３月 27 日㈭ ※牧丘・三富支所でも実施します。事前予約が必要です。
　　　問牧丘支所☎� 3111　三富支所☎� 2121 ４月 10 日㈭

後期離乳食教室
 ３月　６日㈭ 午後 1:00 ～　1:30 牧丘町保健センター

19 年７・８月生まれの子の保護者
＊定員 20 人です。事前申し込みが必要ですので、ご注意ください。

育児学級 ３月 18 日㈫ 午前 9:30 ～ 10:00 山梨市保健センター 19 年 12 月生まれの子と保護者

両親学級③ ３月　５日㈬ 午後 1:00 ～　1:30 山梨市保健センター 20 年５・６月出産予定者

両親学級④ ３月 12 日㈬ 午後 1:00 ～　1:30 牧丘町保健センター 20 年５・６月出産予定者

両親学級① ３月 18 日㈫ 午後 1:00 ～　1:30 山梨市保健センター 20 年７・８月出産予定者
両親学級② ３月 25 日㈫ 午後 1:00 ～　1:30 山梨市保健センター 20 年７・８月出産予定者
＊両親学級は、全ての回において事前申し込みが必要ですので、ご注意ください。

前期離乳食教室
４月 11 日㈮ 午後 1:00 ～　1:30 牧丘町保健センター

19 年 11・12月生まれの子の保護者
＊定員 20 人です。事前申し込みが必要ですので、ご注意ください。

～健診の日程は、年間予定表をご覧ください～

　児童扶養手当法の規定に基づき、手当が一部支給停止
の対象となる人は、次の手続きが必要になります。
■手当一部支給停止対象者
　養育者以外で児童扶養手当を受給している人のうち、
次の事項に該当する人は、減額対象となります。
①平成 15 年４月１日現在で受給資格のあった人
　平成 20 年４月手当額から減額対象となります。
　ただし、平成 15 年４月１日時点に３歳未満のお子さ
んがいた人は、お子さんが３歳になった日から５年経過
したときの翌月から減額の対象になります。
②①以外の人
　「支給開始月の初日から５年」または「支給要件に該
当するに至った月の初日から７年」のいずれか早い日の
属する月の翌月から減額の対象となります。
　ただし認定請求をした日に３歳未満のお子さんを監護
している人は、お子さんが３歳に達した日から起算し、
５年経過したときの翌月から減額の対象となります。

■受給の継続
　次の事項に該当し、必要な書類を提出した場合は、今
までと同様に手当を受給することができます。
①手当を受給している人が就業している場合
②手当を受給している人が求職活動その他自立に向けた
　活動を行っている場合
③手当を受給している人が一定の障害状態にある場合
④手当を受給している人が負傷・疾病その他の事由によ
　り就業することが困難である場合
⑤手当を受給している人の児童・親族が、一定の障害な
　どの状態にあり、介護のため就業することが困難であ
　る場合
※①から⑤に該当しない人は、窓口までご相談ください。
■一部支給停止者への通知
　減額対象者には２月以降市から通知をしますので、手
続きをしてください。

【問い合わせ】
　福祉事務所児童福祉担当　
　☎� 1111（内線 162、163）

児童扶養手当の一部支給停止について
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広報やまなし 2008.3-43
【問い合わせ】社会体育課（市民総合体育館内）☎� 5600（月曜休館）

　　催　し
働く婦人の家　
平成 19年度　講座作品展

夢わーく山梨（働く婦人の家）

　夢わーく山梨（働く婦人の家）では、
１年間の講座の成果を見ていただきた
く作品展を開催します。大作から可愛
い小物まで、受講生による心のこもっ
た作品をご覧ください。
期　間　３月 14 日㈮～ 16 日㈰
時　間　午前９時～午後５時
　　　　（16 日は午後４時まで）
会　場　夢わーく山梨（働く婦人の家）
　　　　２階　講習室
展示作品　書道（かな・漢字）・編物・
アートフラワー・パッチワーク＆キルト
【問い合わせ】
夢わーく山梨　☎� 3111

「森 2008」山梨金川の森アート展
～いつもの森にアートが現れる！

山梨金川の森アート展事務局

　現代アート作家を中心に、こども、
学生の作品が野外に出現します。 
土日祝は、音楽、食、パフォーマンス、
ワークショップなどのイベント が目
白押し。 ぽかぽかの春休み。野外で
アートを体験してみてはいかが？ 
期　間　3 月 15 日㈯～ 30 日 ㈰
　（月曜閉館日） 
時　間　午前 9:00 ～午後５:00 
会　場　笛吹市一宮町国分 1162-1 
　山梨県森林公園「金川の森」
　どんぐりの森内 
【問い合わせ】
山梨金川の森アート展事務局　　　
☎ 055(227)6345  

週
末
は

山
梨
に

い
ま
す
。

山梨デスティネーション
キャンペーン
2008.4.1 ～ 6.30

　ＪＲ東日本では、山梨デスティネーションキャンペーンにあたり、平成 20
年 4 月に甲府⇒塩山間でＳＬを運行します。山梨では、35 年ぶりのＳＬの運
行となります。この機会にＳＬの勇姿をお楽しみください。
〈運行区間〉　甲府駅　⇒　塩山駅
〈運行スケジュール〉	 4 月 1日	 11:04	 16:29
	 4 月 3 日	  8:58	 13:59	 16:29
	 ４月６日、12 日、13 日	 9:30	 13:59	 16:29
　（いずれも山梨市駅発時刻、このほか訓練運転を 3 月 25 日～ 30 日に実施予定、

　29 日は運転しません）
※今回の運行では、質の高い石炭を使用するため、ＳＬから排出される煙は低く抑えられま
　すので、煙に伴う心配はほとんどありません。運行に伴い、多くの観光客が沿線に集まる
　ことが予想されますのでご注意ください。
※ＳＬは全席が指定席となります。各運行日の１か月前の午前 10 時から「みどりの窓口」で
　指定席券が発売されます。
【問い合わせ】	東日本旅客鉄道㈱八王子支社営業部販売促進課　
	 ☎ 042(620)8540　受付時間　平日午前 10:00 ～午後 5:00、土日祝休

桃源郷の中央線にＳＬが期間限定運行！

4月1日㈫午前10:00～
ＪＲ山梨市駅において
記念イベントを開催します。
問観光課　☎� 2121（内326）
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山梨デスティネーションキャンペーン

桃源郷の中央線に「ＳＬ」が期間運行。

「おもて
なしの心

」で、全
国からの

お客様を
お迎えし

ましょう
。

☞運行日程については、42ページをご覧ください。


